COE復曲奏演と浄瑠璃研究会の活動 -「八重霞浪花浜荻」「木下蔭狭間合戦（竹中砦・壬生村）」「酒呑童子枕言葉」「往古曽根崎村噂」「北条時頼記」など- by 内山 美樹子
c
o
E
復
曲
奏
演
と
浄
瑠
璃
研
究
会
の
活
動
-
｢
八
重
霞
浪
花
浜
荻
｣
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
(
竹
中
砦
･
壬
生
村
)
｣
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
｢
往
古
曽
根
崎
村
噂
｣
｢
北
条
時
頼
記
｣
な
ど
-
2
1
世
紀
c
o
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
｢
演
劇
の
総
合
的
研
究
と
演
劇
学
の
確
立
｣
　
の
研
究
活
動
が
､
二
〇
〇
六
年
度
を
も
っ
て
一
つ
の
区
切
-
を
迎
え
る
に
当
り
'
｢
日
本
演
劇
の
復
元
的
研
究
｣
を
行
な
う
古
典
演
劇
研
究
　
(
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
)
　
コ
ー
ス
　
(
以
下
浄
瑠
璃
コ
ー
ス
ま
た
は
浄
瑠
璃
研
究
会
と
略
称
す
る
こ
と
が
あ
る
)
の
活
動
に
関
す
る
報
告
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
｡
演
劇
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
別
世
紀
c
o
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
項
に
公
開
し
て
い
る
｢
古
典
演
劇
研
究
　
(
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
)
｣
　
の
｢
研
究
概
要
｣
は
'
左
の
通
-
で
あ
る
｡
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
が
､
い
か
な
る
演
劇
で
､
約
3
世
紀
に
わ
た
っ
て
何
を
伝
承
し
､
今
後
い
か
に
そ
れ
を
継
承
し
て
い
-
か
｡
古
典
芸
能
で
あ
り
､
ユ
ネ
ス
コ
世
界
無
形
遺
産
に
も
指
定
さ
れ
た
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
は
､
正
し
い
伝
承
を
体
現
し
た
上
演
に
よ
っ
て
の
み
'
現
代
の
観
客
を
感
動
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
､
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
う
る
か
-
こ
の
課
題
に
､
学
術
的
か
つ
具
体
的
に
取
り
組
む
研
究
で
あ
る
｡
文
献
学
的
研
究
の
み
に
留
ま
る
こ
と
な
-
､
文
楽
の
第
一
線
の
演
者
の
協
力
を
得
て
､
実
際
の
復
曲
奏
演
に
種
々
.
の
方
法
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
､
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
伝
承
の
裾
野
を
広
げ
'
文
楽
の
上
演
を
真
の
意
味
で
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
､
指
導
的
役
割
を
果
た
す
研
究
で
あ
-
た
い
と
考
え
て
い
る
｡
(
担
当
教
員
　
内
山
美
樹
子
)
こ
こ
に
掲
げ
た
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に
'
文
楽
の
第
1
線
の
演
者
(
太
夫
･
三
味
線
)
　
に
よ
る
復
曲
奏
演
を
行
な
う
C
O
E
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
､
文
楽
の
第
一
線
の
演
者
(
太
夫
二
二
味
線
)
　
に
よ
る
浄
瑠
璃
(
義
太
夫
節
)
　
の
伝
承
に
関
す
る
C
O
E
講
演
会
､
及
び
教
員
(
専
任
教
員
､
客
員
講
師
)
S
I
と
C
O
E
特
別
研
究
生
､
準
研
究
生
等
を
構
成
員
と
す
る
C
O
E
研
究
会
､
が
開
催
さ
れ
､
回
を
重
ね
て
き
た
｡
二
〇
〇
六
年
十
月
十
日
現
在
で
'
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
復
曲
奏
演
が
六
回
､
長
時
間
レ
コ
ー
ド
復
元
の
公
開
講
座
が
一
回
､
講
演
会
が
十
一
回
(
別
に
研
究
会
へ
の
演
者
招
晴
が
四
回
)
､
研
究
会
が
四
十
一
回
行
な
わ
れ
て
お
-
､
二
〇
〇
六
年
十
月
中
旬
以
後
に
少
な
-
と
も
五
回
の
研
究
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
こ
の
ほ
か
に
二
〇
〇
六
年
度
に
は
､
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
(
演
劇
)
　
コ
ー
ス
と
の
共
催
に
よ
る
浄
瑠
璃
本
基
礎
知
識
講
座
　
(
講
師
､
客
員
講
師
)
　
が
前
期
に
三
回
開
催
さ
れ
､
十
月
以
降
年
度
内
に
二
回
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
｡
二
〇
〇
二
年
十
月
か
ら
二
〇
〇
六
年
十
月
現
在
ま
で
に
､
古
典
演
劇
研
究
　
(
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
)
コ
ー
ス
に
所
属
し
て
い
た
特
別
研
究
生
で
､
博
士
(
文
学
)
学
位
を
取
得
し
た
者
は
､
二
〇
〇
四
年
度
'
二
〇
〇
五
年
度
､
二
〇
〇
六
年
度
各
一
人
､
ほ
か
に
浄
瑠
璃
コ
ー
ス
担
当
教
員
内
山
が
､
前
記
三
人
と
同
様
に
主
任
審
査
委
員
を
勤
め
'
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
受
理
の
人
形
浄
瑠
璃
関
係
論
文
に
博
士
　
(
文
学
)
学
位
が
授
与
さ
れ
た
も
の
が
一
件
(
二
〇
〇
四
年
度
)
　
で
､
人
形
浄
瑠
璃
研
究
に
関
し
'
計
四
人
の
博
士
　
(
文
学
)
　
が
誕
生
し
て
い
る
｡
教
員
､
研
究
協
力
者
'
特
別
研
究
生
に
よ
る
論
文
､
報
告
･
研
究
ノ
ー
ト
は
､
紀
要
各
号
に
数
多
-
掲
載
さ
れ
'
ま
た
内
山
は
､
二
〇
〇
六
年
六
月
二
十
四
日
､
日
本
演
劇
学
会
二
〇
〇
六
年
春
の
全
国
大
会
(
会
場
成
城
大
学
)
､
パ
ネ
ル
講
演
｢
研
究
と
実
践
｣
に
お
い
て
､
｢
浄
瑠
璃
研
究
と
復
活
上
演
　
(
復
曲
奏
演
)
｣
と
題
す
る
講
演
を
行
な
っ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
研
究
活
動
を
ふ
ま
え
た
研
究
成
果
が
､
学
外
の
出
版
社
等
か
ら
､
左
の
通
り
､
書
籍
及
び
c
D
と
し
て
発
売
さ
れ
て
い
る
｡
○
『
浄
瑠
璃
素
人
講
釈
』
杉
山
其
日
庵
著
　
内
山
美
樹
子
　
桜
井
弘
編
岩
波
文
庫
二
冊
｡
上
二
〇
〇
四
年
十
月
十
五
日
､
下
十
一
月
十
六
日
岩
波
書
店
刊
｡
校
訂
･
解
題
　
桜
井
弘
､
解
説
　
内
山
美
樹
子
｡
二
〇
〇
三
年
度
に
十
二
回
に
わ
た
っ
て
行
な
っ
た
｢
｢
風
｣
○
研
究
の
原
点
『
浄
瑠
璃
素
人
講
釈
』
解
読
｣
研
究
会
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
も
の
｡
｢
復
元
幻
の
｢
長
時
間
レ
コ
ー
ド
｣
-
山
城
少
操
大
正
･
昭
和
の
文
楽
を
聞
-
-
｣
二
世
古
敬
太
夫
･
四
世
清
六
に
よ
る
､
大
正
十
五
年
､
昭
和
二
年
の
ニ
ッ
ー
-
長
時
間
レ
コ
ー
ド
｢
熊
谷
陣
屋
｣
｢
沼
津
｣
｢
三
浦
恩
愛
｣
各
丸
一
段
の
録
音
復
元
の
C
D
化
｡
二
〇
〇
六
年
三
月
十
八
日
t
 
C
O
E
公
開
講
座
｢
義
太
夫
節
の
長
時
間
レ
コ
ー
ド
ー
吉
敷
太
夫
(
山
城
少
操
)
･
清
六
の
　
｢
熊
谷
陣
屋
｣
｢
沼
津
｣
｢
鎌
倉
三
代
記
｣
を
聴
-
ー
｣
　
(
午
前
十
時
半
よ
り
午
後
六
時
四
十
五
分
｡
講
演
｢
長
時
間
レ
コ
ー
ド
復
元
に
つ
い
て
｣
大
西
秀
紀
､
西
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
6
号
館
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
)
　
の
催
し
及
び
前
後
の
成
果
を
踏
ま
え
た
も
の
｡
C
D
五
枚
､
解
説
六
十
頁
､
執
筆
者
内
山
･
桜
井
･
大
西
ほ
か
｡
協
力
　
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
　
早
稲
田
大
学
2
1
世
紀
c
o
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
｢
演
劇
の
総
合
的
研
究
と
演
劇
学
の
確
立
｣
　
復
刻
･
編
集
　
大
西
秀
紀
　
製
作
　
ポ
ル
ケ
　
発
行
　
紀
伊
国
屋
書
店
　
二
〇
〇
六
年
十
月
二
十
八
日
発
行
｡
以
上
､
項
目
を
挙
げ
て
略
述
し
た
浄
瑠
璃
コ
ー
ス
の
各
研
究
会
活
動
に
つ
い
て
は
'
紀
要
Ⅰ
､
Ⅱ
'
Ⅲ
､
157
Ⅴ
､
Ⅶ
､
別
冊
､
Ⅸ
(
本
号
)
各
号
の
｢
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
活
動
報
告
｣
そ
の
他
に
'
逐
次
'
簡
単
な
報
告
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
､
そ
れ
ら
を
も
御
参
照
い
た
だ
き
た
い
｡
本
稿
で
は
活
動
の
中
で
'
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
二
〇
〇
六
年
度
に
行
な
わ
れ
た
六
回
の
c
O
E
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
復
曲
奏
演
に
つ
い
て
､
簡
単
に
回
顧
し
'
二
'
三
の
補
足
を
行
な
う
こ
と
に
し
た
い
｡
但
し
二
〇
〇
六
年
度
復
曲
奏
演
｢
往
古
曽
根
崎
村
噂
教
興
寺
村
の
段
｣
は
九
月
二
十
五
日
'
｢
北
条
時
頼
記
女
鉢
の
木
雪
の
段
｣
は
十
月
十
日
の
開
催
で
'
本
稿
入
稿
締
切
は
九
月
二
十
五
日
で
あ
る
た
め
､
執
筆
中
の
九
月
前
半
の
時
点
で
は
､
二
曲
の
復
曲
奏
漬
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
'
二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
に
研
究
会
が
行
な
っ
て
き
た
､
二
曲
の
復
曲
奏
演
に
関
わ
る
研
究
活
動
の
一
部
を
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
い
｡
二『
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
Ⅱ
(
二
〇
〇
四
年
一
月
)
所
収
の
報
告
･
研
究
ノ
ー
ト
｢
浄
瑠
璃
の
復
曲
'
復
活
､
通
し
上
演
と
現
在
の
文
楽
｣
に
お
い
て
筆
者
は
､
二
〇
〇
三
年
九
月
の
時
点
で
'
二
〇
〇
三
年
五
月
二
十
六
日
に
行
な
わ
れ
た
2
1
世
紀
c
o
E
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
第
1
回
｢
八
重
霞
浪
花
浜
荻
新
屋
敷
の
段
｣
復
曲
奏
演
に
つ
い
て
略
述
し
､
2
1
世
紀
c
o
E
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
が
継
承
し
た
､
早
稲
田
大
学
文
学
部
演
劇
映
像
専
修
と
演
劇
博
物
館
の
共
催
に
よ
る
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
全
八
回
(
一
九
八
一
年
～
一
九
九
二
年
)
の
基
礎
情
報
を
'
併
せ
て
掲
出
し
た
｡
本
稿
で
も
1
-
7
頁
上
段
に
2
1
世
紀
c
o
E
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
の
第
一
回
～
第
六
回
の
復
曲
奏
演
演
目
､
演
者
､
日
時
と
場
所
を
記
す
と
と
も
に
､
同
頁
下
段
に
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
の
復
曲
演
目
､
演
者
'
日
時
､
場
所
を
記
し
､
一
九
八
二
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
'
四
半
世
紀
間
の
早
稲
田
に
お
け
る
公
開
講
座
浄
瑠
璃
の
復
曲
奏
演
一
覧
と
し
た
｡
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
は
一
九
八
一
(
昭
和
五
十
六
)
年
に
第
一
回
(
六
月
二
日
)
と
第
二
回
(
九
月
二
十
二
日
)
が
行
な
わ
れ
た
が
､
第
一
回
｢
曲
輪
薄
｣
(
塞
竹
呂
大
夫
･
鶴
揮
重
造
)
､
第
二
回
｢
袖
萩
祭
文
｣
(
豊
竹
咲
大
夫
･
鶴
揮
重
造
)
と
も
に
'
引
退
後
の
四
世
鶴
揮
重
道
の
芸
を
鑑
賞
す
る
こ
と
に
主
た
る
目
的
が
あ
っ
た
｡
復
曲
奏
演
は
第
三
回
｢
絵
本
大
功
記
光
秀
館
｣
(
豊
竹
呂
大
夫
･
鶴
淳
清
治
)
以
後
で
あ
る
の
で
､
1
-
7
頁
の
一
覧
表
に
は
第
三
回
～
第
八
回
を
掲
出
し
た
｡
な
お
一
九
八
六
年
第
六
回
の
｢
桜
鍔
恨
鮫
鞘
鰻
谷
の
段
｣
(
豊
竹
咲
大
夫
･
竹
揮
団
六
(
現
七
世
鶴
揮
寛
治
)
)
は
現
行
曲
で
あ
る
が
､
東
京
で
は
一
九
七
一
(
昭
和
四
十
六
)
午
以
後
､
国
立
劇
場
文
楽
公
演
で
上
演
さ
れ
て
い
な
い
の
で
(
)
付
き
で
掲
出
し
て
お
い
た
｡
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
で
は
奏
演
と
曲
目
解
説
の
ほ
か
に
､
関
連
講
演
が
あ
-
､
こ
ち
ら
の
講
師
の
顔
触
れ
も
豪
華
で
あ
る
｡
紀
要
Ⅱ
｢
浄
瑠
璃
の
復
曲
､
復
活
､
通
し
上
演
と
現
在
の
文
楽
｣
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
｡
1
-
7
頁
の
一
覧
に
掲
げ
る
復
曲
奏
演
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
曲
目
が
あ
る
｡
が
左
の
初
演
年
が
示
す
通
り
'
い
ず
れ
も
十
八
世
紀
初
演
の
浄
瑠
璃
で
あ
る
｡
木
下
蔭
狭
間
合
戦
　
(
竹
中
砦
)
酒
呑
童
子
枕
言
葉
木
下
蔭
狭
間
合
戦
　
(
壬
生
村
)
往
古
曽
根
峰
村
噂
北
条
時
頼
記
1
七
八
九
年
一
七
〇
九
年
一
七
八
九
年
一
七
七
八
年
一
七
二
六
年
摂
州
渡
辺
橋
供
養
丹
州
爺
打
葉
桜
鍔
恨
鮫
鞘
軍
法
富
士
見
西
行
奥
州
秀
衡
有
響
堵
一
七
四
八
年
一
七
四
三
年
一
七
六
九
年
一
七
四
五
年
1
七
三
九
年
八
重
霞
浪
花
浜
荻
　
　
　
　
　
1
七
四
九
年
絵
本
太
功
記
一
七
九
九
年
義
太
夫
節
人
形
浄
瑠
璃
が
'
現
代
的
演
劇
と
し
て
充
実
L
t
優
れ
た
作
品
を
生
み
出
し
､
現
在
の
文
楽
と
も
あ
る
程
度
直
接
的
に
繋
が
り
得
る
'
十
八
世
紀
の
初
演
曲
に
つ
い
て
､
伝
承
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
に
何
ら
か
の
形
で
寄
与
し
た
い
｡
そ
れ
は
観
客
に
と
っ
て
も
演
者
に
と
っ
て
も
､
古
典
の
継
承
と
同
時
に
､
人
形
浄
瑠
璃
の
知
ら
れ
ざ
る
一
面
を
切
り
拓
-
こ
と
と
も
な
-
得
る
｡
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
､
2
1
世
紀
c
o
E
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
を
通
じ
て
企
画
責
任
を
負
う
筆
者
は
､
そ
こ
に
目
標
を
置
い
て
き
た
｡
復
曲
へ
の
取
-
組
み
は
､
勿
論
早
稲
田
以
外
で
も
､
い
ろ
い
ろ
な
形
で
行
な
わ
れ
て
い
る
｡
2
1
世
紀
c
o
E
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
と
同
時
期
(
二
〇
〇
六
年
九
月
末
現
在
)
　
に
十
八
世
紀
初
演
曲
の
復
曲
を
行
な
っ
た
催
し
と
し
て
は
'
二
〇
〇
三
年
三
月
三
十
日
､
大
阪
四
天
王
寺
に
お
け
る
｢
義
太
夫
節
祖
先
追
善
　
素
浄
瑠
璃
の
会
｣
　
(
｢
浄
瑠
璃
古
今
の
序
｣
｢
那
須
与
一
西
海
硯
　
化
生
屋
敷
の
段
｣
､
豊
竹
呂
勢
大
夫
･
鶴
洋
酒
介
ほ
か
､
荒
陵
会
)
が
あ
る
｡
｢
浄
瑠
璃
古
今
の
序
｣
も
｢
化
生
屋
敷
｣
も
興
味
深
い
曲
目
で
'
東
京
で
の
奏
演
が
期
待
さ
れ
る
｡
c
o
E
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
　
の
復
曲
奏
演
で
は
'
そ
の
奏
演
前
後
に
C
O
E
浄
瑠
璃
コ
ー
ス
研
究
会
に
よ
る
当
該
曲
関
係
の
調
査
検
討
が
行
な
わ
れ
る
　
(
｢
活
動
報
告
｣
参
照
)
｡
そ
の
よ
う
な
研
究
会
活
動
が
軌
道
に
の
る
の
は
､
二
〇
〇
三
年
四
月
､
即
ち
C
O
E
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
活
動
開
始
　
(
二
〇
〇
二
年
十
一
月
)
　
後
の
新
学
期
か
ら
で
あ
る
｡
但
し
二
〇
〇
二
年
度
中
の
二
〇
〇
三
年
二
月
十
八
日
､
｢
浄
瑠
璃
　
(
義
太
夫
節
)
　
の
伝
承
｣
講
演
会
第
1
回
と
し
て
'
竹
本
綱
大
夫
師
に
｢
日
蓮
聖
人
御
法
海
　
勘
作
住
家
の
段
｣
　
(
l
七
五
1
年
初
演
)
　
復
曲
　
(
1
九
九
九
年
五
月
素
浄
瑠
璃
'
二
〇
〇
一
年
七
月
文
楽
公
演
､
と
も
に
大
阪
国
立
文
楽
劇
場
)
　
を
め
ぐ
る
お
話
を
う
か
が
っ
た
｡
綱
大
夫
師
は
次
回
五
月
の
講
演
会
で
は
､
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
　
竹
中
砦
の
段
｣
　
の
復
曲
に
つ
い
て
話
す
こ
と
も
予
告
さ
れ
た
｡
詳
し
-
は
紀
要
Ⅰ
所
収
講
演
会
報
告
｢
竹
本
綱
大
夫
師
｢
浄
瑠
璃
(
義
太
夫
節
)
の
伝
承
に
つ
い
て
｣
｣
　
(
文
責
･
桜
井
弘
)
参
照
｡
三
2
1
世
紀
c
o
E
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
第
一
回
｢
八
重
霞
浪
花
浜
荻
　
新
屋
敷
の
段
｣
　
二
〇
〇
三
年
五
月
二
十
六
日
｡
浄
瑠
璃
史
上
で
際
物
の
当
-
狂
言
と
し
て
知
ら
れ
る
｢
八
重
霞
　
か
し
-
新
屋
敷
｣
が
､
人
形
浄
瑠
璃
の
演
者
に
よ
-
､
正
式
な
奏
演
の
場
で
建
っ
た
の
は
､
『
義
太
夫
年
表
』
　
等
の
資
料
に
み
る
限
り
で
は
､
一
二
一
年
ぶ
り
で
あ
る
｡
こ
の
復
曲
は
､
豊
竹
呂
勢
大
夫
師
の
芸
に
対
す
る
情
熱
と
探
究
心
か
ら
生
れ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
｡
呂
勢
大
夫
･
清
介
両
師
が
'
大
阪
の
女
義
の
長
老
､
当
時
-158-
九
十
四
歳
の
豊
津
源
平
師
(
三
味
線
)
か
ら
伝
承
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
契
機
は
'
呂
勢
大
夫
師
が
国
立
文
楽
劇
場
編
『
八
重
霞
浪
花
浜
荻
』
(
翻
刻
校
訂
桜
井
弘
､
付
録
に
｢
｢
八
重
霞
浪
花
浜
荻
｣
考
｣
内
山
美
樹
子
､
昭
和
六
十
三
(
一
九
八
八
)
年
発
行
)
を
読
み
､
少
な
-
と
も
東
京
に
は
こ
の
曲
を
知
る
人
が
い
る
の
に
留
意
し
た
こ
と
で
あ
る
｡
そ
の
後
､
呂
勢
大
夫
師
は
牧
村
史
陽
『
侠
妓
か
し
-
と
お
園
･
六
三
』
(
昭
和
三
十
九
年
)
で
､
昭
和
三
十
三
年
三
月
十
八
日
大
阪
法
清
寺
の
｢
か
し
-
祭
｣
に
お
い
て
､
文
楽
の
二
世
鶴
樺
清
人
の
稽
古
を
受
け
た
女
義
の
竹
本
清
勝
･
豊
揮
源
平
に
よ
-
｢
新
屋
敷
｣
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
､
｢
面
識
は
あ
る
も
の
の
'
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
な
か
っ
た
｣
源
平
師
に
願
っ
て
｢
新
屋
敷
｣
を
｢
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
｣
､
四
､
五
年
温
め
た
上
､
今
回
早
稲
田
c
O
E
の
復
曲
奏
演
が
決
ま
-
､
清
介
師
と
二
人
で
改
め
て
同
師
の
稽
古
を
受
け
た
(
｢
｢
八
重
霞
浪
花
浜
荻
新
屋
敷
の
段
｣
の
伝
承
-
豊
竹
呂
勢
大
夫
･
鶴
港
晴
介
両
師
の
取
-
組
み
ー
｣
文
責
･
川
口
節
子
紀
要
Ⅴ
｡
以
下
同
)
0
ま
ず
非
現
行
曲
の
浄
瑠
璃
九
本
が
活
字
化
さ
れ
た
こ
と
で
､
そ
の
作
品
に
接
し
'
付
録
の
論
文
で
伝
承
者
が
あ
る
範
囲
の
曲
と
知
り
､
確
実
な
伝
承
者
を
探
し
当
て
て
稽
古
を
受
け
､
そ
れ
を
文
楽
の
太
夫
二
二
味
線
と
し
て
の
正
式
な
奏
演
に
繋
げ
て
い
く
-
呂
勢
大
夫
師
が
辿
っ
た
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
､
清
介
師
の
い
う
｢
鶴
揮
叶
太
郎
師
匠
あ
た
り
ま
で
の
方
は
､
珍
し
い
も
の
を
た
-
さ
ん
ご
存
知
だ
っ
た
け
れ
ど
も
(
中
略
)
昭
和
四
十
年
代
位
ま
で
は
､
多
-
の
師
匠
方
が
ご
存
知
で
あ
っ
た
も
の
が
､
大
部
分
忘
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
現
状
｣
を
踏
ま
え
て
､
浄
瑠
璃
の
今
後
の
伝
承
を
考
え
る
際
に
'
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
-
な
い
｡
因
み
に
拙
稿
｢
｢
八
重
霞
浪
花
浜
荻
｣
考
｣
の
初
出
は
'
一
九
八
四
年
早
大
文
研
紀
要
三
十
韓
で
あ
る
｡
大
学
院
紀
要
の
論
文
が
､
研
究
者
'
学
生
以
外
の
目
に
触
れ
る
機
会
は
(
と
-
に
二
十
世
紀
に
お
い
て
は
)
至
っ
て
少
な
い
｡
そ
の
論
文
の
初
出
の
年
に
初
舞
台
を
踏
ん
だ
呂
勢
大
夫
師
(
研
修
生
出
身
)
が
'
後
年
､
国
立
文
楽
劇
場
編
『
八
重
霞
浪
花
浜
荻
』
に
よ
っ
て
作
品
を
読
み
､
付
録
の
論
文
に
も
日
を
通
し
て
'
清
介
師
と
と
も
に
早
稲
田
大
学
2
1
世
紀
c
o
E
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
第
一
回
の
復
曲
奏
演
曲
と
し
て
舞
台
に
か
け
ら
れ
た
｡
演
目
､
演
者
と
も
､
研
究
･
奏
演
両
面
の
成
果
を
め
ざ
す
浄
瑠
璃
の
門
出
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
｡
｢
｢
新
屋
敷
｣
を
二
十
年
後
に
も
し
二
人
で
演
奏
す
る
機
会
が
あ
る
と
し
た
ら
､
(
中
略
)
今
回
源
平
師
か
ら
習
っ
た
そ
の
ま
ま
を
次
に
伝
え
ま
す
｡
そ
れ
が
一
番
確
か
で
す
｡
｣
と
い
う
両
師
の
言
葉
は
､
古
典
演
劇
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
伝
承
に
対
す
る
'
も
っ
と
も
正
統
的
な
姿
勢
を
表
わ
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
｡
第
二
回
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
竹
中
砦
の
段
｣
二
〇
〇
三
年
十
二
月
一
日
｡
第
四
回
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
壬
生
村
の
段
｣
二
〇
〇
五
年
五
月
三
十
日
｡
竹
本
綱
大
夫
･
鶴
揮
清
二
郎
両
師
に
よ
る
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
二
つ
の
ヤ
マ
場
の
奏
演
は
'
浄
瑠
璃
コ
ー
ス
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
意
味
を
持
ち
､
二
つ
の
奏
演
を
め
ぐ
っ
て
'
本
号
も
含
め
紀
要
で
は
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
取
-
上
げ
ら
れ
て
い
る
｡
ま
ず
綱
大
夫
師
自
身
の
芸
談
を
収
め
た
講
演
会
報
告
｢
竹
本
綱
大
夫
師
･
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
　
竹
中
砦
の
段
｣
復
曲
へ
の
取
-
組
み
｣
　
(
文
責
･
飯
島
満
　
紀
要
Ⅲ
)
･
｢
竹
本
綱
大
夫
師
｢
竹
中
砦
の
こ
と
'
先
師
の
こ
と
｣
　
(
文
責
･
飯
島
満
　
紀
要
Ⅴ
)
･
｢
竹
本
綱
大
夫
師
･
鶴
揮
活
二
郎
師
｢
壬
生
村
の
段
｣
復
曲
奏
演
を
め
ぐ
っ
て
｣
(
文
責
･
飯
島
満
　
紀
要
本
号
)
､
ま
た
報
告
･
研
究
ノ
ー
ト
｢
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
　
竹
中
砦
の
段
｣
　
二
〇
〇
三
年
､
奏
演
と
研
究
｣
　
(
文
責
･
内
山
美
樹
子
　
紀
要
Ⅴ
)
､
｢
公
開
講
座
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
　
壬
生
村
の
段
｣
報
告
｣
(
文
責
･
桜
井
弘
　
紀
要
本
号
)
'
そ
し
て
論
文
｢
虚
構
の
中
の
桶
狭
間
-
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
小
論
I
｣
(
飯
島
満
　
紀
要
Ⅲ
)
'
｢
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
試
論
1
石
川
五
右
衛
門
像
を
中
心
に
-
｣
(
伊
藤
-
さ
　
紀
要
Ⅶ
)
｡
詳
細
は
こ
れ
ら
に
拠
っ
て
い
た
だ
き
た
い
｡
第
一
回
の
｢
八
重
霞
浪
花
浜
荻
｣
は
世
話
物
､
第
二
回
･
第
四
回
の
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
は
時
代
物
と
､
作
品
内
容
も
､
浄
瑠
璃
史
的
位
置
づ
け
も
　
(
ど
ち
ら
も
〓
疋
の
位
置
づ
け
を
持
つ
こ
と
で
は
共
通
し
っ
つ
)
　
対
照
的
で
あ
る
.
ま
た
演
者
が
､
1
九
八
四
年
初
舞
台
の
呂
勢
大
夫
師
と
､
二
〇
〇
五
年
の
時
点
で
舞
台
歴
六
十
年
の
大
御
所
､
綱
大
夫
師
　
(
一
九
四
六
年
初
舞
台
)
　
と
で
は
､
復
曲
に
対
す
る
'
あ
る
い
は
曲
そ
の
も
の
に
対
す
る
関
わ
-
方
も
､
当
然
異
な
る
｡
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
自
体
の
伝
承
状
況
に
も
相
当
の
違
い
が
あ
る
｡
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
と
い
う
'
現
行
曲
か
ら
外
さ
れ
た
名
作
の
二
つ
の
ヤ
マ
場
､
｢
竹
中
砦
｣
と
｢
壬
生
村
｣
　
の
間
で
も
､
｢
竹
中
砦
｣
は
と
も
か
-
昭
和
九
年
に
文
楽
で
1
回
上
演
さ
れ
､
昭
和
四
十
年
に
ラ
ジ
オ
の
放
送
も
あ
る
の
に
対
し
'
｢
壬
‥
=
生
村
｣
は
､
昭
和
以
後
全
-
日
の
目
を
み
る
こ
と
が
な
か
っ
た
､
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
綱
大
夫
師
は
十
六
歳
の
時
に
人
世
野
揮
吉
弥
か
ら
こ
の
曲
の
稽
古
を
受
け
て
覚
え
て
い
た
､
と
い
う
伝
承
状
況
の
違
い
が
あ
る
｡
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
　
の
｢
竹
中
砦
の
段
｣
は
､
二
〇
〇
三
年
五
月
三
十
一
日
大
阪
国
立
文
楽
劇
場
｢
文
楽
素
浄
瑠
璃
の
会
｣
　
で
'
｢
壬
生
村
の
段
｣
は
二
〇
〇
五
年
五
月
二
十
八
日
の
同
会
で
'
復
曲
奏
演
の
封
切
が
な
さ
れ
た
｡
c
O
E
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
浄
瑠
璃
コ
ー
ス
と
し
て
は
､
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
を
研
究
課
題
曲
と
し
て
お
り
､
二
〇
〇
三
年
十
二
月
一
日
､
二
〇
〇
五
年
五
月
三
十
日
の
奏
演
は
､
復
曲
再
演
で
は
な
-
､
復
曲
初
演
の
一
続
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
｡
｢
壬
生
村
｣
　
の
場
合
は
､
大
阪
の
翌
々
日
で
あ
る
か
ら
初
演
の
一
続
き
に
相
違
な
い
が
'
｢
竹
中
砦
｣
　
の
場
合
も
半
年
の
間
綱
大
夫
師
は
大
阪
封
切
'
い
わ
ば
初
日
の
不
十
分
な
点
を
早
稲
田
で
の
奏
演
で
修
正
す
べ
く
､
熟
考
さ
れ
て
十
二
月
一
日
の
優
れ
た
｢
竹
中
砦
｣
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
｡
勿
論
､
国
立
文
楽
劇
場
が
'
(
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
　
の
通
し
は
無
理
に
も
せ
よ
)
　
｢
竹
中
砦
｣
だ
け
で
も
､
と
上
演
を
目
ざ
し
な
が
ら
実
現
し
な
い
中
で
'
二
〇
〇
三
年
五
月
文
楽
素
浄
瑠
璃
の
会
で
､
と
も
か
-
素
浄
瑠
璃
｢
竹
中
砦
｣
は
実
現
し
た
｡
そ
の
封
切
の
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
｡
一
般
に
､
初
日
を
明
け
て
み
て
は
じ
め
て
気
付
い
た
問
題
点
が
､
二
日
目
に
改
善
さ
れ
て
舞
台
の
密
度
が
濃
-
な
る
こ
と
は
多
い
｡
復
曲
の
中
に
は
､
一
回
や
っ
て
み
れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
い
う
も
の
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
､
基
本
的
に
せ
め
て
二
回
は
舞
台
で
　
(
や
む
を
得
ざ
る
場
合
は
ラ
ジ
オ
を
含
め
て
で
も
)
　
演
じ
ら
れ
た
上
で
､
さ
ら
に
現
行
曲
に
組
み
こ
ま
れ
る
､
と
い
う
の
が
､
復
曲
本
来
の
あ
-
方
で
あ
ろ
う
｡
｢
木
下
ー159-
蔭
狭
間
合
戦
｣
　
の
｢
竹
中
砦
｣
｢
壬
生
村
｣
　
に
つ
い
て
は
､
そ
れ
が
国
立
文
楽
劇
場
で
の
'
い
わ
ば
文
楽
座
と
し
て
の
公
演
と
､
大
学
と
い
う
場
で
の
公
開
講
座
の
形
を
と
っ
た
奏
演
と
の
セ
ッ
ト
で
行
な
‥
1
こ
わ
れ
､
種
々
の
角
度
か
ら
検
討
､
考
察
が
可
能
に
な
-
'
外
部
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
た
こ
と
は
､
2
1
世
紀
c
o
E
演
劇
研
究
セ
ン
タ
ー
の
古
典
演
劇
研
究
コ
ー
ス
の
掲
げ
る
｢
日
本
演
劇
の
復
元
的
研
究
｣
　
の
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
成
果
で
あ
っ
た
と
考
え
る
｡
日
本
古
典
演
劇
に
と
っ
て
'
必
要
な
こ
と
は
お
そ
ら
-
､
発
見
で
あ
る
｡
舞
台
芸
術
の
行
動
理
念
を
､
仮
に
文
学
作
品
の
｢
創
作
｣
と
区
別
し
て
｢
創
造
｣
と
呼
ぶ
な
ら
ば
'
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
､
古
典
演
劇
と
は
基
本
的
に
､
現
代
の
演
者
が
一
世
紀
以
上
前
に
創
作
が
完
了
し
て
い
る
戯
曲
作
品
を
'
そ
の
戯
曲
通
り
に
演
じ
て
'
し
か
も
舞
台
上
に
新
た
な
演
劇
を
創
造
す
る
も
の
t
　
で
あ
ろ
う
｡
が
そ
の
新
た
な
演
劇
を
創
造
す
る
に
当
-
､
演
技
､
演
出
､
作
曲
　
(
広
義
の
楽
劇
の
場
合
)
　
を
､
す
べ
て
あ
る
い
は
大
幅
に
新
し
-
す
る
か
､
先
人
か
ら
受
け
つ
い
で
き
た
方
法
を
厳
格
に
継
承
し
な
が
ら
'
演
者
が
一
回
一
回
新
た
な
生
命
を
持
つ
演
劇
を
'
舞
台
上
に
つ
-
-
出
す
か
､
古
典
演
劇
と
し
て
二
つ
の
い
き
方
に
分
れ
る
｡
日
本
の
古
典
演
劇
'
能
'
狂
言
､
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
は
､
後
者
の
い
き
方
を
と
る
　
(
歌
舞
伎
も
基
本
姿
勢
は
後
者
で
あ
る
)
｡
後
者
の
場
合
'
演
者
の
創
造
と
は
'
先
人
か
ら
受
け
つ
い
だ
も
の
か
ら
､
何
を
発
見
す
る
か
､
と
い
う
こ
と
と
､
ほ
と
ん
ど
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
｡
そ
の
発
見
を
可
能
に
す
る
､
厳
格
な
修
行
の
上
に
創
造
さ
れ
た
舞
台
で
､
現
代
の
観
客
は
､
人
形
浄
瑠
璃
で
あ
れ
ば
､
十
八
世
紀
を
真
撃
に
生
き
た
人
間
の
姿
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
｡
そ
の
よ
う
な
出
会
い
を
も
た
ら
す
創
造
は
'
公
演
数
の
少
な
い
文
楽
で
､
特
定
の
演
目
を
四
､
五
年
以
内
に
繰
り
返
す
よ
う
な
安
易
さ
か
ら
は
､
生
れ
て
こ
な
い
｡
観
客
の
側
に
も
､
そ
の
創
造
性
に
反
応
す
る
感
受
性
が
培
わ
れ
な
い
｡
浄
瑠
璃
コ
ー
ス
に
と
っ
て
｢
日
本
演
劇
の
復
元
的
研
究
｣
と
は
'
現
在
の
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
が
正
し
い
伝
承
を
体
現
し
て
い
る
か
否
か
を
検
証
し
'
同
時
に
､
伝
承
'
継
承
さ
れ
た
も
の
の
価
値
を
再
発
見
す
る
営
み
で
あ
る
｡
そ
の
伝
承
､
継
承
の
範
囲
が
'
種
々
の
事
情
か
ら
'
甚
だ
し
-
決
め
ら
れ
て
い
く
傾
向
-
特
に
近
年
著
し
い
I
に
､
歯
止
め
を
か
け
る
力
は
な
-
と
も
､
座
視
し
て
よ
い
と
は
思
わ
れ
な
い
｡
問
題
は
そ
の
伝
承
､
継
承
の
あ
-
方
で
あ
る
｡
綱
大
夫
師
は
十
六
歳
の
時
に
'
人
世
野
津
舌
弥
に
｢
壬
生
村
｣
を
教
え
ら
れ
た
｡
｢
壬
生
村
｣
は
大
正
九
年
以
来
'
八
十
五
年
間
(
二
〇
〇
五
年
現
在
)
上
演
が
絶
え
て
い
る
が
､
人
世
吉
弥
は
大
正
九
年
よ
り
七
年
前
'
大
正
二
年
の
近
松
座
で
､
六
世
弥
太
夫
の
｢
壬
生
村
｣
を
弾
い
て
い
る
(
｢
公
開
講
座
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
報
告
｣
文
責
･
桜
井
弘
　
紀
要
本
号
参
照
)
｡
そ
の
吉
弥
が
､
綱
大
夫
(
当
時
織
の
太
夫
)
　
に
｢
壬
生
村
｣
と
い
う
蓮
の
種
を
植
え
た
の
は
'
六
十
年
近
-
前
の
こ
と
で
あ
る
｡
そ
の
後
､
綱
大
夫
の
中
で
､
芽
生
え
､
育
ち
つ
つ
あ
っ
た
苗
が
､
二
〇
〇
五
年
に
清
二
郎
と
い
う
相
一
二
味
線
の
協
力
も
得
て
､
八
十
五
年
ぶ
-
に
花
を
開
い
た
｡
そ
れ
は
葛
西
聖
司
氏
が
　
『
邦
楽
と
舞
踊
』
　
二
〇
〇
五
年
七
月
号
で
感
銘
探
-
綴
る
に
足
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
｡
早
稲
田
で
｢
壬
生
村
｣
奏
演
と
綱
大
夫
師
の
話
を
聞
い
た
学
生
が
レ
ポ
ー
ト
に
｢
十
六
歳
｣
　
の
稽
古
に
驚
い
た
と
書
い
た
｡
実
際
'
昭
和
二
十
年
代
前
半
で
も
稀
曲
で
あ
-
､
一
癖
も
二
癖
も
あ
る
長
い
切
場
を
'
十
六
歳
の
少
年
に
覚
え
さ
せ
る
の
で
あ
る
｡
綱
大
夫
師
は
こ
の
｢
壬
生
村
｣
よ
り
お
そ
ら
-
前
に
､
十
世
若
大
夫
(
当
時
三
世
呂
太
夫
)
　
か
ら
｢
日
蓮
聖
人
御
法
海
　
勘
作
住
家
の
段
｣
　
の
稽
古
を
受
け
､
そ
の
後
十
七
･
八
歳
の
昭
和
二
十
四
年
二
月
､
山
城
少
技
･
清
六
の
｢
勘
作
住
家
｣
　
の
白
湯
汲
み
を
し
て
い
る
｡
現
在
の
文
楽
に
も
十
代
で
初
舞
台
を
踏
ん
だ
人
は
何
人
も
い
る
が
､
こ
れ
だ
け
高
度
な
修
行
の
環
境
は
'
到
底
望
む
べ
-
も
な
い
｡
と
す
れ
ば
､
呂
勢
大
夫
師
が
｢
八
重
霞
浪
花
浜
荻
｣
と
い
う
浄
瑠
璃
作
品
と
活
字
本
で
出
会
い
､
｢
新
屋
敷
｣
　
の
伝
承
者
を
探
し
当
て
た
道
筋
も
､
今
後
の
文
楽
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
｡
源
平
師
に
｢
新
屋
敷
｣
を
教
え
た
二
世
鶴
樺
清
人
は
一
八
七
九
年
生
で
､
一
八
八
〇
年
生
の
人
世
野
洋
書
弥
と
ほ
ほ
同
世
代
(
因
み
に
山
城
少
操
が
一
八
七
八
年
生
)
｡
呂
勢
大
夫
師
が
｢
新
屋
敷
｣
を
最
初
に
聴
か
せ
て
も
ら
っ
た
時
､
源
平
師
は
九
十
歳
位
で
あ
っ
た
ろ
う
｡
今
､
稀
曲
を
覚
え
て
い
る
人
を
探
す
こ
と
自
体
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
､
｢
習
っ
た
そ
の
ま
ま
を
次
に
伝
え
ま
す
｣
　
　
頁
)
　
と
い
う
､
中
堅
演
者
の
使
命
感
と
､
現
在
文
楽
を
代
表
す
る
演
者
の
1
人
が
'
六
十
年
近
-
前
に
植
え
ら
れ
た
種
を
､
自
ら
の
手
で
開
花
さ
せ
､
現
代
の
聴
衆
に
未
知
の
世
界
を
開
示
し
た
創
造
性
と
を
へ
　
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
､
と
も
に
目
の
当
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
｡
a
i
文
楽
の
伝
承
に
お
い
て
覚
え
て
い
る
人
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
る
こ
と
は
､
第
一
義
的
意
義
が
あ
る
が
､
そ
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
復
曲
も
多
い
｡
紀
要
Ⅱ
の
｢
浄
瑠
璃
の
復
曲
､
復
活
'
通
し
上
演
と
現
在
の
文
楽
｣
　
で
'
復
曲
の
あ
-
方
を
､
a
､
b
t
 
C
t
 
d
t
 
e
､
の
五
つ
に
分
け
､
直
接
稽
古
に
よ
る
も
の
を
a
と
す
る
が
､
残
さ
れ
た
テ
ー
プ
を
頼
り
に
復
曲
せ
ざ
る
を
得
な
い
b
の
場
合
､
復
曲
と
し
て
の
価
値
が
a
に
劣
る
か
と
い
え
ば
､
一
概
に
そ
う
も
言
え
な
い
｡
網
大
夫
師
は
師
人
世
竹
本
綱
大
夫
か
ら
､
歴
代
の
名
手
か
ら
受
け
つ
い
で
き
た
｢
竹
中
砦
｣
　
の
床
本
を
与
え
ら
れ
'
昭
和
四
十
一
(
一
九
六
六
)
　
年
東
京
国
立
劇
場
開
場
後
'
文
楽
の
公
演
で
｢
竹
中
砦
｣
を
語
る
機
会
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
｡
人
形
浄
瑠
璃
と
し
て
は
そ
れ
は
い
ま
だ
に
､
大
阪
で
も
東
京
で
も
実
現
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
､
仮
に
東
京
国
立
劇
場
で
復
曲
に
よ
る
復
活
上
演
､
通
し
上
演
が
さ
か
ん
で
あ
っ
た
昭
和
四
十
年
代
､
｢
竹
中
砦
｣
上
演
が
実
現
し
て
い
た
ら
ば
ど
う
で
あ
ろ
う
｡
復
活
通
し
で
あ
れ
､
｢
竹
中
砦
｣
一
段
の
上
演
で
あ
れ
､
こ
の
時
期
に
時
代
物
の
大
曲
丸
一
段
を
語
る
に
ふ
さ
わ
し
い
太
夫
は
四
世
津
大
夫
で
あ
-
'
津
大
夫
⊥
ハ
世
寛
治
に
よ
る
昭
和
四
十
年
の
｢
竹
中
砦
｣
　
ラ
ジ
オ
放
送
と
い
う
実
績
も
ふ
ま
え
､
ま
ず
津
大
夫
･
寛
治
と
い
う
配
役
が
想
定
さ
れ
る
が
､
た
だ
昭
和
四
十
二
年
に
八
十
歳
を
迎
え
た
寛
治
に
､
昭
和
四
十
八
年
ま
で
　
(
四
十
九
年
没
)
　
の
時
点
で
'
稀
曲
､
大
曲
の
陣
立
物
を
､
十
五
日
間
弾
き
課
せ
ら
れ
る
と
い
う
保
証
も
な
い
｡
そ
こ
で
人
世
綱
大
夫
が
推
し
て
い
た
こ
と
で
も
あ
-
､
中
堅
に
大
役
を
､
と
織
大
夫
(
硯
綱
大
夫
)
　
に
｢
竹
中
砦
｣
が
廻
っ
ー160-
て
-
る
こ
と
も
､
意
気
軒
昂
た
る
当
時
の
文
楽
で
は
'
あ
-
得
ぬ
こ
と
で
は
な
か
っ
た
｡
そ
の
場
合
､
織
大
夫
は
当
然
､
三
味
線
が
誰
に
な
る
に
せ
よ
'
寛
治
の
稽
古
を
受
け
て
｢
竹
中
砦
｣
を
語
る
こ
と
に
な
-
'
そ
れ
は
基
本
的
に
昭
和
四
十
年
の
津
大
夫
に
近
い
語
り
方
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡津
大
夫
･
寛
治
の
昭
和
四
十
年
の
放
送
録
音
を
繰
-
返
し
聴
い
た
上
で
｢
麓
さ
ん
の
も
の
で
す
か
ら
'
も
う
少
し
こ
っ
て
-
と
し
た
浄
瑠
璃
に
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
｣
　
(
竹
本
綱
大
夫
師
｢
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
　
竹
中
砦
の
段
｣
復
曲
へ
の
取
り
組
み
｣
(
文
責
･
飯
島
満
　
紀
要
Ⅲ
)
)
と
い
っ
た
､
風
に
か
か
わ
･
る
異
論
を
'
奏
演
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
､
当
時
の
織
大
夫
に
と
っ
て
'
ど
の
面
か
ら
も
不
可
能
で
あ
り
'
そ
う
い
う
考
え
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
｡
も
っ
と
も
､
も
し
そ
の
時
点
か
ら
｢
竹
中
砦
｣
が
現
行
曲
の
レ
ー
ル
に
乗
っ
て
し
ま
え
ば
､
後
年
､
円
熟
し
た
綱
大
夫
師
が
､
自
ら
の
語
っ
た
も
の
を
､
よ
-
麓
太
夫
ら
し
い
　
｢
竹
中
砦
｣
　
へ
と
修
正
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
の
で
､
仮
定
を
い
-
ら
重
ね
て
も
意
味
が
な
い
｡
た
だ
'
も
し
古
典
と
し
て
の
｢
竹
中
砦
の
段
｣
と
い
う
概
念
が
想
定
で
き
る
と
す
れ
ば
'
そ
れ
に
対
し
て
綱
大
夫
･
清
二
郎
の
｢
竹
中
砦
｣
が
'
津
大
夫
･
寛
治
の
　
｢
竹
中
砦
｣
　
(
昭
和
四
十
年
)
　
よ
-
遠
い
t
　
と
い
う
こ
と
は
あ
-
得
な
い
､
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
五
第
三
回
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
　
鬼
が
城
対
面
の
段
｣
　
二
〇
〇
五
年
三
月
十
日
0
早
稲
田
の
復
曲
奏
演
演
目
と
し
て
'
は
じ
め
て
の
近
松
物
で
あ
る
｡
曲
風
上
の
こ
と
も
含
め
､
文
(
4
)
楽
現
行
曲
に
､
改
作
を
経
ず
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
正
徳
享
保
期
の
近
松
作
品
と
は
異
な
り
'
宝
永
期
､
十
八
世
紀
初
期
の
作
品
へ
の
挑
戦
で
あ
る
｡
加
え
て
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
は
､
享
保
十
六
(
一
七
三
一
)
　
年
豊
竹
座
上
演
以
後
､
昭
和
三
十
六
　
(
l
九
六
一
)
年
復
活
上
演
ま
で
二
三
〇
年
間
'
確
た
る
上
演
記
録
が
見
当
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
四
･
五
段
目
の
朱
入
り
本
は
複
数
機
関
に
存
在
し
､
昭
和
期
ま
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
､
と
い
う
特
殊
な
上
演
史
を
有
す
る
曲
で
あ
る
｡
昭
和
三
十
六
二
九
六
一
)
年
に
'
芸
術
祭
文
楽
(
国
会
二
二
和
会
)
合
同
公
演
と
し
て
'
東
京
の
み
で
六
日
間
行
な
わ
れ
た
近
松
特
集
で
の
上
演
を
観
て
い
る
筆
者
に
と
っ
て
､
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
は
文
楽
の
近
松
物
の
一
つ
の
出
発
点
で
あ
-
'
作
品
そ
の
も
の
の
卓
抜
性
(
必
ず
し
も
学
界
の
共
通
認
識
に
至
っ
て
い
な
い
)
　
を
も
含
め
､
新
鮮
な
課
題
曲
で
あ
-
続
け
た
｡
二
〇
〇
四
年
七
月
､
研
究
会
と
し
て
'
昭
和
三
十
六
年
に
｢
鬼
が
城
対
面
の
段
｣
を
語
っ
た
十
世
若
大
夫
の
孫
で
あ
り
'
芸
風
か
ら
も
こ
の
曲
を
語
る
に
最
適
と
思
わ
れ
る
豊
竹
英
大
夫
師
に
復
曲
奏
演
を
依
頼
し
､
英
大
夫
師
は
三
味
線
の
鶴
揮
清
友
師
と
相
談
の
上
､
引
き
受
け
ら
れ
た
｡
浄
瑠
璃
コ
ー
ス
研
究
会
側
か
ら
､
復
曲
奏
漬
台
本
を
作
成
し
'
演
者
の
両
師
に
渡
し
た
の
は
へ
　
こ
の
第
三
回
が
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
｡
2
1
世
紀
c
o
E
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
で
は
必
ず
奏
演
台
本
(
｢
床
本
｣
)
を
収
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
配
布
す
る
が
､
そ
の
｢
床
本
｣
は
演
者
が
先
人
か
ら
直
接
稽
古
を
受
け
た
曲
の
場
合
は
､
演
者
自
身
の
　
｢
床
本
｣
　
に
よ
る
　
(
｢
新
屋
敷
｣
｢
壬
生
村
｣
)
｡
｢
竹
中
砦
｣
は
綱
大
夫
師
が
先
人
か
ら
直
接
稽
古
を
受
け
た
曲
で
は
な
い
が
､
綱
大
夫
師
所
持
の
床
本
自
体
が
'
演
出
の
指
針
と
し
て
の
重
味
を
持
つ
の
で
､
当
然
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
な
る
｡
い
ず
れ
に
せ
よ
､
｢
竹
中
砦
｣
と
｢
新
屋
敷
｣
は
､
詞
章
と
し
て
は
丸
本
(
七
行
正
本
)
通
り
､
と
言
っ
て
よ
-
､
1
万
｢
壬
生
村
｣
の
場
合
は
綱
大
夫
師
の
床
本
に
書
か
れ
た
入
れ
事
に
復
曲
上
の
意
味
が
あ
り
'
こ
の
三
曲
に
つ
い
て
は
､
演
者
の
側
で
台
本
が
確
定
し
て
い
た
｡
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
　
鬼
が
城
対
面
の
段
｣
に
つ
い
て
は
､
現
在
伝
承
者
が
あ
る
こ
と
は
聞
か
な
い
が
'
昭
和
三
十
六
年
上
演
時
の
若
大
夫
･
勝
太
郎
の
録
音
が
残
さ
れ
､
三
十
六
年
復
活
時
の
底
本
で
あ
る
三
世
鶴
揮
清
六
米
人
-
本
は
､
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
に
寄
託
所
蔵
さ
れ
て
い
る
｡
今
回
の
復
曲
奏
演
も
､
英
大
夫
師
が
祖
父
若
大
夫
の
業
績
を
継
承
す
る
と
い
う
意
味
も
含
め
､
基
本
的
に
清
六
宋
入
-
本
を
底
本
と
し
､
若
大
夫
･
勝
太
郎
の
録
音
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
し
か
し
清
六
本
も
他
本
も
含
め
､
管
見
の
現
存
朱
入
り
本
｢
鬼
が
城
対
面
の
段
｣
　
に
は
､
か
な
り
大
幅
な
カ
ッ
ト
が
あ
-
､
原
作
の
三
分
の
二
強
に
縮
小
さ
れ
て
い
る
｡
清
六
本
に
｢
元
祖
松
屋
　
鶴
洋
酒
七
師
章
｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
､
こ
の
台
本
の
成
立
は
十
八
世
紀
後
期
(
ほ
ぼ
1
七
八
〇
年
代
以
徳
)
　
か
ら
十
九
世
紀
前
期
と
考
え
ら
れ
る
が
､
十
八
世
紀
初
期
の
近
松
作
品
が
'
十
八
世
紀
後
期
以
降
二
十
世
紀
ま
で
生
き
残
る
た
め
に
､
カ
ッ
I
は
お
そ
ら
く
必
要
な
措
置
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
｡
若
大
夫
･
勝
太
郎
の
上
演
も
こ
の
カ
ッ
ト
台
本
に
拠
っ
て
お
-
､
そ
れ
な
-
に
す
ぐ
れ
た
舞
台
成
果
を
収
め
て
い
る
｡
東
京
国
立
劇
場
文
楽
で
､
さ
か
ん
に
復
曲
､
復
活
上
演
が
行
わ
れ
た
昭
和
四
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
中
頃
に
､
仮
に
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
四
･
五
段
目
が
半
通
し
と
し
て
と
-
上
げ
ら
れ
､
四
ノ
切
に
当
る
｢
鬼
が
城
対
面
の
段
｣
が
上
演
さ
れ
た
と
し
て
も
'
当
時
の
国
立
劇
場
の
宋
入
-
本
優
先
主
義
に
基
づ
い
て
､
昭
和
三
十
六
年
と
同
様
の
カ
ッ
ト
台
本
　
(
清
六
本
)
　
が
採
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
｡
し
か
し
近
松
作
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
　
の
作
品
と
し
て
の
価
値
を
考
え
る
な
ら
ば
､
他
の
刈
り
込
み
箇
所
は
と
も
あ
れ
､
眼
目
と
な
る
酒
呑
童
子
の
　
｢
無
の
見
｣
批
判
に
始
ま
っ
て
､
身
の
上
話
､
悔
恨
へ
と
続
-
長
い
述
懐
の
言
葉
(
『
近
松
全
集
』
　
の
底
本
山
本
版
八
行
本
で
約
二
十
九
行
､
山
本
版
七
行
本
で
約
三
十
七
行
半
)
　
の
後
半
か
ら
入
行
本
人
行
強
を
カ
ッ
ト
し
た
清
六
本
は
､
原
作
破
壊
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
｡
｢
い
か
成
-
げ
ん
か
受
-
べ
き
と
　
(
カ
ッ
ト
)
　
し
ほ
　
-
　
と
し
て
語
り
L
は
恐
し
く
も
又
哀
な
-
｣
　
こ
の
清
六
本
の
カ
ッ
ト
部
分
は
'
何
と
し
て
も
復
活
し
た
い
｡
と
い
っ
て
も
八
行
本
約
二
十
九
行
の
長
大
な
述
懐
を
ノ
ー
カ
ッ
ト
で
語
り
切
る
こ
と
は
､
現
行
義
太
夫
節
の
常
識
か
ら
き
ち
く
考
え
て
む
つ
か
し
い
｡
結
局
八
行
本
人
行
強
の
カ
ッ
ト
部
分
か
ら
'
≡
行
弱
｢
浅
ま
し
の
鬼
畜
の
身
｡
し
や
か
き
や
う
ま
に
よ
っ
て
か
た
ぐ
も
ま
ね
に
も
悪
に
な
れ
給
ふ
な
と
｡
御
い
け
ん
は
申
ぞ
や
釈
迦
に
経
と
や
わ
ら
は
れ
ん
｡
本
国
に
帰
-
給
は
'
,
^
我
取
こ
ろ
せ
し
い
-
千
人
の
o
後
世
た
ふ
で
た
べ
客
僧
と
Q
｣
　
(
L
は
　
-
　
と
し
て
)
　
を
復
活
す
る
こ
と
で
､
原
作
の
テ
ー
マ
は
ほ
ぼ
生
か
さ
れ
る
と
考
え
､
他
は
清
六
本
に
従
う
こ
と
と
し
た
　
(
第
一
稿
)
｡
英
大
夫
師
の
諒
解
を
得
て
'
英
大
夫
･
清
友
両
師
に
こ
の
形
で
Hう1 --
の
復
曲
奏
演
台
本
を
渡
し
'
活
友
師
は
復
活
部
分
を
補
曲
し
て
'
両
師
は
稽
古
に
か
か
っ
た
｡
復
活
を
最
小
限
の
三
行
に
と
ど
め
た
の
は
､
演
者
に
と
っ
て
耳
馴
れ
ぬ
言
葉
の
多
い
宝
永
期
の
近
松
物
へ
の
新
た
な
取
-
組
み
自
体
に
種
々
の
困
難
が
あ
る
上
に
'
録
音
も
朱
も
な
い
部
分
の
復
活
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
負
担
で
あ
ろ
う
と
配
慮
し
た
た
め
で
あ
る
が
､
同
時
に
前
述
の
通
り
､
長
い
述
懐
を
ノ
ー
カ
ッ
ト
で
語
っ
て
は
､
聴
衆
が
つ
い
て
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
'
懸
念
し
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
｡
だ
が
こ
の
復
活
分
三
行
の
､
読
む
限
り
で
は
十
分
説
得
力
あ
る
文
章
を
､
宋
入
-
本
の
中
に
は
め
こ
み
節
を
つ
け
て
語
ろ
う
と
す
る
と
､
予
想
外
の
壁
に
突
き
当
-
､
英
大
夫
･
清
友
両
師
は
苦
慮
さ
れ
た
｡
そ
れ
で
も
何
と
か
形
が
つ
い
た
と
い
う
こ
と
で
､
そ
の
現
況
を
う
か
が
う
た
め
'
三
月
十
日
奏
演
の
十
六
日
前
､
二
月
二
十
二
日
に
､
英
大
夫
･
清
友
両
師
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
研
究
会
を
開
催
し
た
｡
清
友
師
が
補
曲
の
立
場
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
は
'
文
章
が
自
然
に
節
が
つ
-
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
な
い
､
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
.
そ
こ
で
､
も
う
1
度
原
作
の
述
懐
を
全
部
音
読
し
た
.
英
大
夫
師
が
､
｢
こ
れ
は
全
部
生
か
し
ま
し
ょ
う
｡
｣
と
言
わ
れ
た
｡
筆
者
は
童
子
が
一
人
一
人
名
を
挙
げ
て
頼
光
､
綱
､
末
武
'
走
光
､
公
時
'
保
昌
と
い
っ
て
も
､
今
の
観
客
は
頼
光
も
四
天
王
も
知
ら
な
い
か
ら
'
｢
だ
れ
ま
す
｣
と
懸
念
し
た
が
､
英
大
夫
師
は
､
｢
だ
れ
な
い
､
こ
の
六
人
が
目
の
前
に
い
る
の
に
'
酒
呑
童
子
は
知
ら
ず
に
話
し
て
い
る
の
が
'
劇
的
だ
｡
｣
と
言
わ
れ
た
｡
清
友
師
は
｢
浄
瑠
璃
に
は
流
れ
と
い
う
も
の
が
あ
る
｡
語
れ
る
よ
う
に
､
節
が
付
く
よ
う
に
浄
瑠
璃
は
作
ら
れ
て
い
る
｡
活
六
本
で
出
来
上
っ
て
い
る
曲
に
'
原
作
か
ら
ど
こ
か
1
部
切
り
と
っ
て
き
て
付
け
足
し
た
の
で
は
､
流
れ
に
な
ら
ず
'
無
理
が
出
る
｡
｣
と
言
わ
れ
､
英
大
夫
師
は
｢
(
演
者
の
)
負
担
に
気
を
遣
っ
て
-
れ
る
の
は
わ
か
る
が
､
我
々
は
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し
た
い
の
だ
か
ら
､
中
途
半
端
な
配
慮
は
無
用
だ
｣
と
言
わ
れ
た
｡
酒
呑
童
子
の
述
懐
､
八
行
本
二
十
九
行
は
'
ノ
ー
カ
ッ
ト
と
決
ま
っ
た
｡
両
師
は
直
ち
に
浄
瑠
璃
の
作
-
直
し
に
取
-
か
か
り
､
三
月
十
日
に
こ
の
原
作
通
り
の
台
本
に
よ
る
酒
呑
童
子
の
述
懐
に
､
満
員
の
聴
衆
は
耳
を
傾
け
'
だ
れ
る
こ
と
は
､
全
-
な
か
っ
た
｡
清
友
師
の
補
曲
部
分
(
｢
げ
ん
世
に
て
さ
へ
｣
以
下
｡
そ
の
前
十
二
字
は
九
本
の
文
字
譜
に
よ
る
)
　
は
'
九
本
の
文
字
譜
に
従
い
つ
つ
'
前
半
は
詞
と
地
色
が
主
体
'
｢
此
世
の
か
た
き
は
ふ
せ
ぐ
べ
し
｣
　
の
前
で
テ
ン
と
｢
つ
｣
　
の
つ
ぼ
　
(
ギ
ン
)
　
を
弾
い
て
こ
こ
か
ら
や
や
手
数
が
多
-
な
り
､
｢
本
国
に
帰
り
給
は
ゞ
｣
か
ら
ノ
ッ
テ
語
ら
せ
る
な
ど
､
よ
く
変
化
の
つ
い
た
適
切
な
節
付
け
で
'
宋
入
り
本
と
自
然
な
｢
流
れ
｣
で
繋
が
っ
て
い
た
｡
演
者
が
体
感
し
て
い
る
現
行
義
太
夫
節
の
節
付
け
の
｢
流
れ
｣
が
､
宝
永
期
近
松
作
品
に
も
共
有
さ
れ
得
る
こ
と
は
､
き
わ
め
て
興
味
深
い
発
見
で
あ
っ
た
｡
三
世
清
六
本
(
伝
松
屋
清
七
本
系
の
写
本
)
は
､
十
八
世
紀
後
期
か
ら
十
九
世
紀
の
浄
瑠
璃
感
覚
で
､
宝
永
期
の
近
松
作
品
の
長
す
ぎ
る
述
懐
を
三
分
の
一
～
四
分
の
一
削
っ
て
曲
と
し
て
程
よ
-
ま
と
め
た
が
'
そ
れ
を
原
作
破
壊
と
考
え
る
現
代
の
研
究
者
が
､
し
か
し
原
作
通
-
語
っ
て
聴
衆
が
だ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
､
清
六
本
に
原
作
の
文
学
的
に
ほ
し
い
と
こ
ろ
を
最
小
限
つ
け
足
す
と
い
う
姑
息
な
第
一
案
を
示
し
た
の
に
対
し
､
そ
の
台
本
で
苦
慮
し
た
演
者
の
側
が
､
｢
結
局
原
作
過
-
で
い
こ
う
｣
と
主
張
し
､
そ
れ
は
成
功
し
た
｡
今
後
｢
鬼
が
城
対
面
の
段
｣
が
英
大
夫
･
清
友
師
以
外
の
演
者
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
場
合
も
､
清
六
本
に
逆
戻
り
す
る
こ
と
は
あ
-
得
な
い
と
思
う
｡
英
大
夫
･
清
友
に
よ
る
｢
鬼
が
城
対
面
の
段
｣
が
､
二
〇
〇
五
年
九
月
十
日
に
N
H
K
ラ
ジ
オ
F
M
で
放
送
さ
れ
た
こ
と
は
(
英
大
夫
師
は
ス
タ
ジ
オ
録
音
に
は
満
足
し
て
い
な
い
と
言
わ
れ
た
が
)
'
原
作
通
り
の
童
子
述
懐
が
認
知
さ
れ
る
上
で
有
意
義
で
あ
っ
た
｡
た
だ
も
し
将
来
､
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
四
･
五
段
目
､
｢
頼
光
山
人
｣
か
ら
｢
鬼
退
治
｣
ま
で
が
'
昭
和
三
十
六
年
の
如
-
､
人
形
入
-
で
復
活
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
す
る
と
'
原
作
通
り
の
長
い
述
懐
に
､
疑
問
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
｡
そ
の
時
､
せ
め
て
そ
っ
-
り
清
六
本
に
逆
戻
-
で
は
な
-
､
姑
息
で
も
､
木
に
竹
で
も
､
第
一
稿
の
よ
う
な
形
も
考
慮
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
'
あ
え
て
言
い
添
え
て
お
く
｡
以
上
は
ほ
ぼ
紀
要
Ⅶ
の
｢
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
　
鬼
が
城
対
面
の
段
｣
二
〇
〇
五
年
'
奏
演
と
研
究
｣
(
以
下
｢
文
責
稿
｣
と
略
称
)
　
の
要
約
で
あ
る
｡
二
〇
〇
五
年
三
月
十
日
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
　
鬼
が
城
対
面
の
段
｣
は
'
先
人
の
録
音
(
b
)
､
宋
入
り
本
　
(
C
)
､
補
曲
　
(
d
)
　
の
三
要
素
を
併
せ
持
つ
復
曲
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
　
の
作
品
と
し
て
の
主
題
や
､
三
月
十
日
の
舞
台
成
果
に
つ
い
て
は
｢
文
責
稿
｣
参
照
｡
ま
た
富
揮
美
智
子
｢
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
請
-
三
段
目
を
中
心
に
-
｣
　
(
『
演
劇
映
像
』
　
四
八
､
二
〇
〇
七
年
三
月
)
参
照
｡
六
以
下
は
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
　
鬼
が
城
対
面
の
段
｣
復
曲
奏
漬
台
本
に
関
わ
る
本
稿
で
の
補
訂
で
あ
る
｡
清
六
本
(
伝
松
屋
清
七
系
本
)
　
の
形
に
台
本
整
理
が
な
さ
れ
た
の
は
､
十
八
世
紀
後
期
か
ら
十
九
世
紀
前
期
で
あ
ろ
う
が
､
そ
れ
に
先
立
つ
十
八
世
紀
中
期
及
び
後
期
の
は
じ
め
頃
の
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
　
に
関
す
る
資
料
で
'
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
多
-
な
い
｡
そ
の
多
く
な
い
資
料
の
1
　
つ
に
横
山
正
　
『
浄
瑠
璃
操
芝
居
の
研
究
』
　
(
昭
和
三
十
八
年
)
　
六
〇
頁
に
挙
げ
る
｢
｢
師
若
針
　
(
針
の
字
は
錬
)
　
(
ロ
)
　
の
形
式
の
識
語
を
持
ち
'
竹
本
大
和
操
宗
貫
と
竹
田
出
雲
操
滑
走
と
の
署
名
の
あ
る
奥
書
｣
を
有
す
る
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
　
の
　
｢
山
本
両
家
の
外
に
江
戸
の
鱗
形
屋
孫
兵
衛
が
加
わ
っ
て
い
る
｣
七
行
正
本
が
あ
る
｡
原
本
未
見
で
あ
る
が
'
こ
の
本
の
存
在
か
ら
'
宝
暦
期
に
竹
本
座
関
係
e
サ
で
　
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
が
上
演
さ
れ
た
か
､
と
推
測
さ
れ
る
｡
宝
暦
期
上
演
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
､
明
和
期
竹
本
座
浄
瑠
璃
で
の
　
｢
頼
光
山
人
｣
引
用
も
あ
る
　
(
紀
要
Ⅶ
文
責
稿
､
1
　
1
　
1
頁
補
記
参
照
)
｡
と
は
い
え
､
具
体
的
に
興
行
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
そ
こ
で
改
め
て
一
七
三
一
(
享
保
十
六
)
年
豊
竹
座
上
演
時
に
刊
行
さ
れ
た
豊
竹
上
野
少
操
正
本
に
留
意
す
べ
き
こ
と
と
な
る
｡
近
松
門
左
衛
門
作
の
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
作
品
の
多
-
は
､
三
軒
､
四
軒
以
上
の
版
元
に
よ
る
多
種
の
浄
瑠
璃
本
を
有
し
､
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
も
『
正
本
近
松
全
集
』
第
八
巻
解
題
で
､
解
説
者
鶴
見
誠
氏
は
十
三
種
の
諸
本
を
挙
げ
て
い
る
｡
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
豊
竹
上
野
少
操
へ
　
正
本
屋
九
左
衛
門
板
､
七
行
本
の
大
阪
府
立
図
書
館
本
奥
書
は
　
『
近
松
浄
瑠
璃
本
奥
書
集
成
』
　
(
昭
和
三
十
五
年
､
大
阪
府
立
図
書
館
発
行
､
信
多
純
一
･
森
修
･
祐
田
善
雄
･
横
山
正
編
)
　
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
｡
-162-
近
年
'
演
劇
博
物
館
に
入
っ
た
辻
町
文
庫
に
も
同
じ
上
野
少
操
･
九
左
衛
門
版
'
七
行
本
が
あ
る
｡
ま
た
鶴
見
氏
の
指
摘
通
-
､
早
大
図
書
館
蔵
の
題
第
･
奥
書
を
欠
-
七
行
八
十
丁
本
も
こ
れ
ら
と
同
:
c
e
サ
:
版
で
あ
る
｡
筆
者
は
｢
竹
本
政
太
夫
･
豊
竹
若
太
夫
｣
　
(
『
国
文
学
』
　
二
〇
〇
二
年
五
月
､
近
松
特
集
)
で
初
代
若
太
夫
(
上
野
少
操
)
　
に
よ
る
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
　
の
｢
頼
光
山
人
　
衣
洗
ひ
｣
　
に
言
及
し
な
が
ら
'
二
〇
〇
五
年
の
　
｢
鬼
が
城
対
面
の
段
｣
復
曲
奏
演
に
向
け
て
'
筑
後
橡
初
演
本
と
､
享
保
十
六
年
上
野
少
按
上
演
本
と
の
対
校
を
行
な
わ
な
か
っ
た
不
明
を
恥
じ
る
ば
か
-
で
あ
る
｡
紀
要
Ⅶ
　
｢
文
責
稿
｣
　
で
は
何
度
か
'
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
本
文
の
訓
み
に
つ
い
て
､
八
行
本
､
七
行
本
及
び
活
六
本
の
異
同
等
に
触
れ
た
｡
神
津
武
男
氏
の
､
訓
み
等
に
関
L
t
　
初
演
時
に
近
い
八
行
本
よ
-
も
､
情
報
の
豊
か
な
七
行
本
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
の
指
摘
も
記
し
て
お
い
た
｡
こ
の
場
合
の
七
行
本
は
､
も
と
よ
-
初
演
時
の
両
山
本
版
八
行
本
の
後
に
竹
本
座
と
し
て
出
さ
れ
た
両
山
本
版
七
行
本
で
あ
る
｡
紀
要
Ⅶ
｢
文
責
稀
｣
　
の
｢
八
｣
｢
十
｣
　
で
は
今
回
の
復
活
部
分
｢
此
世
の
か
た
き
円
況
H
M
n
g
は
ふ
せ
ぐ
べ
し
｡
悪
業
つ
も
り
し
み
ら
い
の
敵
｣
　
(
八
行
本
'
近
松
全
集
)
　
の
　
｢
か
た
き
｣
は
七
行
本
で
は
｢
て
き
｣
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
　
(
縮
小
写
真
を
掲
出
し
た
奏
演
｢
床
本
｣
　
の
訓
み
は
｢
か
た
き
｣
)
　
と
､
清
六
本
と
九
本
　
(
八
行
'
七
行
正
本
)
　
と
の
異
同
で
は
'
｢
心
も
自
然
と
た
け
ぐ
敷
｣
に
｢
自
然
｣
　
(
八
行
本
)
､
｢
し
ぜ
ん
｣
　
(
七
行
本
)
､
｢
じ
ね
ん
｣
　
(
清
六
本
)
と
あ
り
'
今
回
は
清
六
本
の
｢
じ
ね
ん
｣
を
採
っ
た
こ
と
を
記
し
た
｡
そ
し
て
C
O
E
復
曲
奏
演
と
し
て
'
｢
か
た
き
｣
は
こ
の
訓
み
を
採
っ
た
こ
と
で
補
曲
が
成
功
し
た
と
考
え
る
こ
と
'
｢
自
然
と
｣
　
に
つ
い
て
は
､
今
回
は
清
六
本
に
よ
り
｢
じ
ね
ん
｣
と
し
た
が
､
二
〇
〇
六
年
以
後
の
再
演
で
は
､
七
行
本
に
よ
る
｢
し
ぜ
ん
と
｣
に
戻
す
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
と
述
べ
た
｡
紀
要
Ⅶ
｢
文
責
稿
｣
　
で
は
'
復
曲
奏
演
｢
床
本
｣
　
の
写
真
を
掲
出
し
､
ま
た
両
山
本
版
八
行
本
､
七
行
本
､
清
六
本
は
'
所
蔵
機
関
(
演
劇
博
物
館
)
､
寄
託
機
関
(
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
)
が
閲
覧
を
許
可
し
て
い
る
の
で
､
九
本
､
清
六
本
の
異
同
を
す
べ
て
挙
げ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
'
｢
鬼
が
城
対
面
の
段
｣
の
九
本
(
両
山
本
版
八
行
･
七
行
)
と
晴
六
本
と
の
顕
著
な
異
同
は
右
記
の
ほ
か
に
､
s
a
a
ア
B
｢
降
さ
が
つ
て
｣
(
八
行
本
)
が
清
六
本
で
は
｢
ま
じ
り
さ
が
っ
て
｣
､
｢
南
都
に
か
す
り
ゐ
｣
(
八
行
本
)
の
｢
南
都
｣
が
活
六
本
で
は
｢
奈
良
に
｣
と
あ
る
｡
七
行
本
は
｢
ま
な
じ
り
｣
｢
な
ん
と
｣
で
あ
る
｡
｢
大
盃
を
さ
し
出
す
｣
は
七
行
本
で
は
｢
大
さ
か
づ
き
を
｣
'
清
六
本
は
｢
大
盃
を
｣
で
､
奏
演
で
は
清
六
た
い
は
い
本
に
加
え
十
世
若
大
夫
の
語
-
方
を
継
承
し
て
｢
床
本
｣
で
｢
大
盃
｣
と
し
て
い
る
｡
以
上
紀
要
Ⅶ
｢
文
責
稿
｣
に
挙
げ
た
も
の
も
含
め
､
両
山
本
版
八
行
本
･
七
行
本
と
清
六
本
で
訓
み
な
い
し
語
が
明
ら
か
に
相
違
す
る
の
は
'
｢
ま
な
じ
り
｣
と
｢
ま
じ
り
｣
､
｢
な
ん
と
｣
と
｢
な
ら
｣
で
'
入
行
本
の
｢
自
然
｣
は
｢
し
ぜ
ん
｣
(
七
行
)
と
も
｢
じ
ね
ん
｣
(
清
六
)
と
も
訓
み
得
､
｢
大
盃
｣
(
入
行
･
清
六
)
は
｢
大
さ
か
づ
き
｣
(
七
行
)
と
も
｢
た
い
は
い
｣
(
十
世
若
大
夫
所
演
)
と
も
訓
み
得
る
｡
こ
の
清
六
本
の
｢
ま
じ
-
｣
｢
な
ら
｣
｢
じ
ね
ん
｣
｢
大
盃
｣
と
､
す
べ
て
一
致
す
る
訓
み
や
表
現
が
み
ら
れ
る
の
が
､
享
保
十
六
年
上
野
少
按
上
演
時
の
正
本
屋
九
左
衛
門
版
七
行
八
十
丁
本
で
あ
る
｡
清
六
本
に
な
い
｢
此
世
の
か
た
き
は
｣
(
八
行
本
｡
山
本
版
七
行
本
は
｢
て
き
は
｣
)
　
の
件
-
は
入
行
本
と
同
じ
-
｢
此
よ
の
か
た
き
は
ふ
せ
ぐ
べ
し
｡
あ
-
ご
う
つ
も
-
し
み
ら
い
の
敵
｣
と
な
っ
て
い
る
｡
但
し
､
上
野
少
操
･
正
本
屋
九
左
衛
門
版
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
は
､
こ
の
時
の
新
刻
で
は
な
く
､
鶴
見
誠
氏
が
諸
版
の
｢
六
｣
と
し
て
挙
げ
る
｢
七
行
八
十
丁
　
大
坂
､
正
本
屋
仁
兵
衛
版
　
東
大
教
養
研
(
中
略
)
板
心
　
上
部
に
｢
枕
｣
､
中
部
に
㊤
㊤
⑳
㊧
､
下
部
に
丁
付
｢
一
-
八
十
｣
　
奥
書
〔
集
:ca
覧
四
〇
〕
｣
　
の
版
木
を
用
い
て
わ
ず
か
に
手
を
加
え
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
｡
享
保
十
六
年
上
野
少
操
･
九
左
衛
門
版
の
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
　
の
｢
鬼
が
城
対
面
の
段
｣
　
に
該
当
す
る
箇
所
の
文
字
譜
は
､
初
版
の
両
山
本
版
八
行
本
と
　
(
九
左
衛
門
版
の
単
な
る
脱
落
と
み
ら
れ
る
箇
所
を
除
き
)
'
特
に
相
違
点
は
み
ら
れ
な
い
｡
豊
竹
上
野
少
操
･
正
本
屋
九
左
衛
門
版
｢
酒
呑
塞
子
枕
言
葉
｣
が
享
保
十
六
年
の
豊
竹
座
上
演
の
実
態
を
､
ど
れ
だ
け
反
映
し
て
い
る
か
を
見
極
め
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
｡
た
だ
演
劇
博
物
館
蔵
辻
町
文
庫
の
上
野
少
接
'
九
左
衛
門
､
七
行
本
に
は
､
童
子
述
懐
の
清
六
本
カ
ッ
ト
部
分
に
､
古
筆
の
栄
華
で
節
付
け
関
係
の
書
入
れ
が
あ
る
｡
同
本
に
は
や
や
新
し
い
末
筆
の
節
付
け
関
係
の
書
入
れ
も
あ
-
､
そ
の
や
や
新
し
い
書
入
れ
に
､
清
六
本
に
き
わ
め
て
近
い
カ
ッ
ト
の
印
が
み
ら
れ
る
｡
こ
れ
ら
の
書
入
れ
は
､
勿
論
辻
町
文
庫
(
故
千
葉
胤
男
氏
蔵
書
)
　
に
収
ま
る
前
の
も
の
で
あ
り
､
少
な
-
と
も
こ
の
述
懐
部
分
の
書
入
れ
は
'
説
明
は
省
-
が
'
い
ず
れ
も
近
世
の
も
の
と
み
ら
れ
る
｡
と
も
か
-
享
保
十
六
年
刊
行
の
上
野
少
操
･
九
左
衛
門
版
の
童
子
述
懐
部
分
に
'
ノ
ー
カ
ッ
ト
状
態
で
の
書
入
れ
が
あ
る
か
ら
に
は
､
一
七
三
一
年
以
後
､
下
限
は
未
詳
な
が
ら
､
童
子
の
述
懐
は
ノ
ー
カ
ッ
ト
で
語
ら
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
は
'
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
｡
版
本
の
素
姓
は
ど
う
で
あ
れ
､
清
六
本
の
祖
本
　
(
伝
松
屋
清
七
本
)
　
は
'
豊
竹
上
野
少
操
在
名
本
な
い
し
同
系
統
の
本
で
入
章
入
未
編
集
が
行
な
わ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
｡
こ
の
こ
と
か
ら
'
直
ち
に
清
六
本
が
豊
竹
座
系
の
｢
鬼
が
城
対
面
の
段
｣
を
伝
え
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
に
は
'
慎
重
で
あ
(
c
o
)
る
べ
き
だ
が
､
昭
和
三
十
六
年
以
来
の
復
曲
底
本
で
あ
る
清
六
本
の
訓
み
等
が
､
上
野
少
捺
在
名
本
と
い
う
根
拠
を
有
す
る
か
ら
に
は
､
特
段
の
事
情
や
難
点
が
な
い
限
り
､
奏
演
に
当
っ
て
は
清
六
本
に
従
う
べ
き
で
あ
り
､
｢
ま
じ
り
｣
も
｢
じ
ね
ん
｣
も
清
六
本
に
従
っ
た
二
〇
〇
五
年
奏
演
｢
床
本
｣
に
修
正
の
必
要
は
な
い
｡
｢
か
た
き
｣
も
｢
大
盃
｣
も
､
山
本
版
七
行
本
の
｢
て
き
｣
｢
大
さ
か
づ
き
｣
を
特
に
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
｡
そ
の
方
針
か
ら
修
正
す
べ
き
は
｢
南
都
｣
を
｢
な
ん
と
｣
　
で
は
な
-
｢
な
ら
｣
と
訓
む
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
こ
れ
ら
の
訓
み
の
異
同
は
､
作
品
解
釈
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
な
い
｡
仁
兵
衛
版
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
は
と
も
か
-
､
上
演
の
裏
付
け
を
持
つ
上
野
少
按
･
九
左
衛
門
本
刊
行
の
享
保
十
六
年
は
初
演
か
ら
二
十
二
年
を
経
て
お
り
､
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
と
い
う
作
品
の
内
容
を
考
察
す
る
際
に
は
､
初
演
時
初
版
の
両
山
本
版
八
行
本
に
､
基
本
的
に
依
拠
し
っ
つ
､
両
山
本
版
七
行
本
等
を
も
勘
案
す
べ
き
こ
と
は
､
い
う
ま
で
も
な
い
｡
lto'o一一一
七2
1
世
紀
c
o
E
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
'
第
五
回
､
二
〇
〇
六
年
九
月
二
十
五
日
復
曲
奏
演
｢
往
古
曽
根
崎
村
噂
教
興
寺
村
の
段
｣
と
､
第
六
回
'
十
月
十
日
復
曲
奏
演
｢
北
条
時
頗
記
女
鉢
の
木
雪
の
段
｣
に
つ
い
て
､
九
月
前
半
の
時
点
で
簡
単
に
記
し
て
お
き
た
い
｡
二
〇
〇
五
年
夏
に
大
阪
国
立
文
楽
劇
場
で
'
野
津
錦
糸
師
に
呼
び
と
め
ら
れ
､
｢
往
古
曽
根
崎
村
噂
教
興
寺
村
の
段
｣
と
い
う
曲
を
､
先
年
調
べ
て
い
た
時
の
本
が
出
て
き
た
が
､
早
稲
田
で
復
曲
と
し
て
取
り
上
げ
る
気
は
な
い
か
t
と
言
わ
れ
､
研
究
会
と
し
て
検
討
に
入
っ
た
｡
ふ
と
思
い
出
し
た
の
は
､
一
九
九
七
年
刊
の
岩
波
講
座
『
歌
舞
伎
･
文
楽
』
第
1
0
巻
所
収
｢
文
楽
の
演
出
(
≡
)
-
復
活
､
通
し
上
演
と
太
夫
｣
(
豊
竹
呂
大
夫
･
内
山
美
樹
子
)
の
た
め
に
､
九
六
年
か
九
七
年
に
故
五
世
豊
竹
呂
大
夫
師
と
会
っ
た
時
'
将
来
｢
教
興
寺
｣
が
復
曲
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
t
と
の
話
を
聞
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
｡
野
揮
錦
糸
師
は
野
津
錦
弥
時
代
に
1
-
7
頁
一
覧
に
あ
る
通
-
､
(
2
0
世
紀
)
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
で
'
呂
大
夫
師
と
と
も
に
｢
丹
州
爺
打
栗
｣
｢
軍
法
富
士
見
西
行
｣
｢
奥
州
秀
衡
有
響
窄
｣
の
復
曲
を
行
な
わ
れ
た
｡
復
曲
に
お
け
る
三
味
線
の
仕
事
の
重
さ
を
思
う
時
､
二
十
世
紀
末
近
く
に
こ
れ
ら
の
曲
が
文
楽
の
太
夫
･
三
味
線
に
よ
っ
て
建
っ
た
こ
と
に
は
､
錦
弥
師
の
功
績
が
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
.
錦
弥
師
は
1
九
九
五
年
九
月
東
京
公
演
以
後
､
竹
本
住
大
夫
師
の
三
味
線
と
い
う
重
責
を
担
う
よ
う
に
な
-
､
一
九
九
八
年
五
世
錦
糸
襲
名
以
後
､
一
層
そ
の
勤
め
は
重
-
な
り
'
大
学
の
場
で
の
企
画
を
お
願
い
す
る
こ
と
な
ど
断
念
し
て
い
た
だ
け
に
'
錦
糸
師
が
難
曲
の
復
曲
を
あ
え
て
手
が
け
た
い
と
言
わ
れ
る
意
欲
に
､
感
銘
を
受
け
た
｡
｢
往
古
曽
根
峰
村
噂
教
興
寺
村
の
段
｣
は
二
世
鶴
樺
清
人
以
後
に
伝
承
者
が
あ
る
こ
と
を
聞
か
ぬ
幻
の
曲
で
あ
る
｡
浄
瑠
璃
史
上
'
特
に
不
安
定
な
時
期
と
さ
れ
る
安
永
期
'
竹
本
座
は
ほ
と
ん
ど
実
態
を
失
っ
て
お
-
'
作
者
近
松
半
二
は
一
時
豊
竹
此
書
座
に
加
入
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
'
安
永
七
(
一
八
七
八
)
年
以
後
は
絶
筆
の
｢
伊
賀
越
道
中
双
六
｣
ま
で
､
竹
本
座
生
え
抜
き
の
太
夫
で
､
明
和
期
の
竹
本
座
で
｢
本
朝
廿
四
孝
｣
｢
近
江
源
氏
先
陣
館
｣
｢
妹
背
山
婦
女
庭
訓
｣
な
ど
半
二
の
名
作
を
語
っ
た
竹
本
染
太
夫
主
宰
の
座
で
専
ら
執
筆
す
る
こ
と
に
な
る
｡
安
永
七
年
に
半
二
は
､
内
題
下
に
｢
竹
本
染
太
夫
正
章
｣
と
あ
る
浄
瑠
璃
本
で
｢
心
中
紙
屋
治
兵
衛
｣
(
上
の
巻
｢
河
庄
｣
が
現
行
曲
へ
こ
の
段
は
三
世
竹
本
政
太
夫
初
演
)
｢
道
中
亀
山
噺
｣
(
伝
承
者
が
あ
る
か
)
と
｢
往
古
曽
根
峰
村
噂
｣
を
書
い
て
い
る
｡
本
来
時
代
物
作
家
の
近
松
半
二
が
､
安
永
期
の
不
安
定
な
劇
団
情
勢
の
中
で
)
.
新
作
と
し
て
は
世
話
物
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
-
な
り
､
安
永
七
年
の
三
作
も
敵
討
物
の
｢
道
中
亀
山
噺
｣
以
外
の
二
作
は
世
話
物
で
あ
る
｡
近
松
門
左
衛
門
の
代
表
作
と
し
て
十
八
世
紀
か
ら
現
代
ま
で
括
抗
す
る
ネ
ー
ム
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
を
持
つ
｢
心
中
天
網
島
｣
と
｢
曽
根
崎
心
中
｣
の
書
き
替
え
を
､
同
じ
年
に
手
が
け
て
い
る
訳
だ
が
､
｢
心
中
紙
屋
治
兵
衛
｣
が
'
た
と
え
ば
｢
紙
屋
内
｣
の
切
場
な
ど
､
大
部
分
原
作
の
流
用
で
あ
る
の
に
対
し
'
｢
往
古
曽
根
崎
村
噂
｣
は
原
作
の
登
場
人
物
名
を
用
い
な
が
ら
､
全
-
別
の
劇
に
作
り
変
え
て
い
る
｡
上
の
巻
｢
教
興
寺
村
の
段
｣
(
切
場
は
初
代
染
太
夫
初
演
)
　
に
つ
い
て
い
え
ば
､
二
年
後
の
　
｢
新
版
歌
祭
文
｣
　
の
｢
野
崎
村
の
段
｣
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
｡
浄
瑠
璃
コ
ー
ス
研
究
会
と
し
て
､
関
係
各
位
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
､
是
非
復
曲
奏
演
を
お
願
い
し
た
い
と
'
錦
糸
師
に
申
し
入
れ
た
｡
太
夫
は
竹
本
千
歳
大
夫
師
が
協
力
し
て
下
さ
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
日
程
の
調
整
も
あ
り
､
第
五
回
c
o
E
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
復
曲
奏
漬
｢
往
古
曽
根
崎
村
噂
　
教
興
寺
村
の
段
｣
　
の
演
目
､
演
者
'
日
時
､
場
所
を
公
表
し
た
の
は
六
月
下
旬
で
､
七
月
中
旬
に
仮
チ
ラ
シ
を
作
成
し
た
｡
二
〇
〇
六
年
度
浄
瑠
璃
コ
ー
ス
研
究
会
第
一
回
､
四
月
二
十
五
日
に
は
､
演
劇
博
物
館
蔵
六
行
九
本
の
｢
往
古
曽
根
崎
村
噂
　
教
興
寺
村
の
段
｣
　
の
写
真
コ
ピ
ー
と
､
桜
井
氏
が
演
出
書
込
用
に
翻
刻
し
た
も
の
を
配
布
し
'
大
阪
府
出
身
の
川
口
節
子
氏
が
｢
教
興
寺
村
の
段
｣
端
場
か
ら
切
場
の
終
り
ま
で
､
本
読
み
を
し
た
｡
桜
井
氏
が
五
行
稽
古
本
で
も
｢
行
迷
ふ
｣
以
後
が
切
場
と
さ
れ
る
が
､
九
本
に
は
｢
三
重
｣
が
な
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
'
舞
台
､
道
具
等
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
｡
演
劇
博
物
館
蔵
の
絵
尽
を
演
者
も
我
々
も
参
考
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
｡
五
月
二
十
三
日
の
研
究
会
で
は
､
c
o
E
特
別
研
究
生
の
小
島
智
華
氏
が
｢
往
古
曽
根
崎
村
噂
｣
上
演
年
表
を
提
示
し
､
初
演
直
後
と
近
代
以
後
の
｢
教
興
寺
村
｣
　
に
言
及
し
た
文
献
を
博
捜
し
て
詳
し
-
報
告
し
た
｡
人
形
浄
瑠
璃
と
し
て
の
上
演
記
録
は
明
治
二
十
年
三
月
彦
六
座
､
三
世
大
隅
太
夫
･
二
世
団
平
の
｢
浅
田
宗
二
内
の
段
｣
'
素
浄
瑠
璃
で
は
昭
和
七
年
七
月
の
大
阪
と
神
戸
に
お
け
る
貴
鳳
太
夫
･
友
二
の
｢
教
興
寺
｣
が
最
も
新
し
い
記
録
で
あ
る
が
､
貴
鳳
太
夫
の
　
｢
教
興
寺
｣
　
に
関
す
る
『
浄
瑠
璃
雑
誌
』
　
三
一
四
号
評
で
は
'
別
に
珍
し
い
曲
と
い
う
扱
い
で
は
な
い
｡
昭
和
十
七
年
刊
の
茶
谷
半
次
郎
『
聞
書
　
芸
と
文
学
』
の
｢
鶴
津
叶
･
聞
書
｣
(
初
出
昭
和
七
～
九
年
)
で
四
世
鶴
揮
叶
(
後
の
二
世
清
八
)
　
は
'
教
興
寺
の
初
演
者
初
代
竹
本
染
太
夫
を
弾
い
た
初
代
鶴
揮
文
蔵
(
槍
屋
清
七
の
柿
)
　
の
節
付
手
付
の
立
派
さ
'
む
つ
か
し
さ
を
述
べ
　
｢
｢
教
興
寺
｣
は
世
話
物
の
大
関
｣
と
賛
嘆
し
て
い
る
｡
こ
の
時
点
で
､
近
松
門
左
衛
門
の
　
｢
曽
根
崎
心
中
｣
は
文
楽
の
舞
台
に
上
っ
た
こ
と
も
な
-
､
叶
(
清
人
)
　
は
｢
曽
根
崎
心
中
｣
　
に
つ
い
て
､
近
松
原
作
の
未
は
未
見
で
｢
た
ゞ
今
伝
は
つ
て
を
り
ま
す
の
は
'
安
永
七
年
九
月
､
北
の
新
地
で
上
演
い
た
し
ま
し
た
時
に
､
近
松
半
二
､
近
松
善
平
の
合
作
で
改
作
し
ま
し
た
｢
往
古
曽
根
峰
村
の
噂
｣
上
下
で
あ
り
ま
し
て
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
六
十
年
前
ま
で
は
難
曲
で
あ
る
が
現
行
曲
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
か
つ
て
辻
町
文
庫
の
千
葉
胤
男
氏
は
｢
教
興
寺
｣
を
｢
世
話
物
の
九
段
目
と
い
わ
れ
る
む
つ
か
し
い
曲
だ
そ
う
だ
｣
と
言
わ
れ
た
が
､
聴
い
て
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
｡
｢
世
話
物
の
九
段
日
｣
　
の
呼
称
は
､
九
月
二
十
五
日
の
奏
演
で
思
い
当
た
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
､
あ
る
い
は
下
の
巻
｢
平
野
屋
の
段
｣
　
の
お
鉄
の
言
葉
｢
忠
臣
蔵
の
九
段
目
の
様
な
事
計
り
ぬ
か
し
て
｣
か
ら
連
想
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
｡
小
島
氏
の
詳
細
な
文
献
調
査
か
ら
､
こ
れ
だ
け
近
代
ま
で
存
在
感
の
あ
っ
た
曲
が
'
七
十
余
年
の
間
に
消
え
て
い
っ
た
理
由
の
解
明
と
､
現
時
点
に
お
け
る
復
曲
の
必
要
性
を
実
感
し
た
｡
こ
の
日
は
前
回
に
続
き
人
形
の
出
入
-
も
含
め
台
本
を
検
討
し
､
六
月
早
々
'
会
と
し
て
の
奏
演
台
本
を
千
歳
大
夫
･
錦
糸
両
師
に
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
｡
端
場
｢
さ
ま
と
寝
る
夜
は
｣
か
ら
基
本
的
-164-
に
九
本
通
-
で
'
演
者
の
側
で
既
に
別
の
形
の
床
本
が
出
来
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
､
必
要
に
応
じ
て
九
月
二
十
五
日
の
　
｢
床
本
｣
を
修
正
す
る
こ
と
に
な
る
｡
な
お
桜
井
弘
氏
は
五
月
に
大
阪
府
八
尾
市
教
興
寺
　
(
近
鉄
大
阪
線
高
安
下
車
)
　
を
実
地
踏
査
し
た
時
の
こ
と
を
､
写
真
を
示
し
っ
つ
説
明
し
た
｡
六
月
二
十
七
日
の
研
究
会
で
は
'
小
島
智
幸
氏
が
'
｢
｢
曽
根
崎
心
中
｣
享
受
史
概
観
｣
　
の
発
表
を
行
な
っ
た
｡
こ
の
課
題
を
め
ぐ
つ
て
は
､
ま
ず
｢
曽
根
崎
心
中
｣
　
の
彩
し
い
数
の
正
本
が
あ
り
､
正
本
研
究
､
作
品
研
究
'
歴
史
的
研
究
'
享
受
史
研
究
等
の
論
文
や
言
及
は
き
わ
め
て
多
く
､
｢
概
観
｣
は
容
易
で
な
い
が
､
筒
に
し
て
要
を
得
た
説
明
で
あ
っ
た
｡
小
島
氏
の
二
つ
の
報
告
を
め
ぐ
つ
て
は
､
小
島
智
幸
｢
『
鮎
如
酢
往
古
曽
根
峰
村
噂
』
　
｢
教
興
寺
村
の
段
｣
の
上
演
と
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
｣
　
(
紀
要
本
号
)
　
を
参
照
さ
れ
た
い
｡
千
歳
大
夫
･
錦
糸
両
師
は
研
究
会
の
台
本
を
受
け
取
-
､
取
り
組
み
は
進
み
つ
つ
あ
る
｡
｢
教
興
寺
村
の
段
｣
は
端
場
か
ら
の
奏
演
と
な
る
｡
錦
糸
師
は
宋
入
り
本
で
は
五
世
野
洋
書
兵
衛
本
と
三
世
鶴
揮
清
六
本
(
と
も
に
大
阪
市
立
中
央
図
書
館
蔵
)
を
も
と
に
復
曲
を
進
め
て
い
ら
れ
る
｡
七
月
二
十
五
日
の
研
究
会
で
は
､
桜
井
弘
氏
が
お
初
徳
兵
衛
の
教
興
寺
村
を
め
ぐ
る
説
話
に
つ
い
て
　
『
大
阪
府
全
志
』
　
(
大
正
十
1
年
)
　
と
　
『
八
尾
市
史
』
　
(
昭
和
三
十
三
年
)
　
の
記
述
及
び
教
興
寺
､
大
通
寺
に
建
て
ら
れ
た
八
尾
市
教
育
委
員
会
の
解
説
板
を
紹
介
し
た
｡
な
お
錦
糸
師
も
七
月
中
旬
に
教
興
寺
を
訪
れ
､
住
職
に
話
を
聞
か
れ
た
由
で
あ
る
｡
2
1
世
紀
c
o
E
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
　
で
と
り
上
げ
た
四
曲
は
､
人
形
浄
瑠
璃
で
百
年
以
上
上
演
記
録
の
な
い
も
の
ま
で
含
め
て
､
と
も
か
-
何
ら
か
の
音
源
や
曲
の
伝
承
､
記
憶
が
あ
っ
た
｡
｢
教
興
l
り
二
寺
村
｣
は
そ
れ
が
な
い
状
態
で
､
宋
だ
け
を
頼
-
に
な
さ
れ
る
復
曲
で
あ
る
｡
九
月
二
十
五
日
は
奏
演
の
後
､
千
歳
大
夫
･
錦
糸
両
師
に
'
｢
往
古
曽
根
峰
村
噂
｣
　
の
本
と
朱
か
ら
'
舞
台
上
で
の
血
の
通
っ
た
浄
瑠
璃
の
曲
が
つ
-
ら
れ
て
い
-
過
程
の
一
端
を
お
話
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
｡
l
ヽノ
｢
往
古
曽
根
峰
村
噂
　
教
興
寺
村
の
段
｣
は
凝
っ
た
世
話
物
で
あ
る
が
､
続
-
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
第
六
回
で
は
､
艶
麗
な
節
付
け
で
知
ら
れ
る
節
事
の
大
曲
｢
北
条
時
頼
記
　
女
鉢
の
木
雪
の
段
｣
復
曲
奏
演
を
､
英
大
夫
･
清
友
両
師
に
お
願
い
す
る
｡
｢
北
条
時
頼
記
｣
は
享
保
十
1
年
四
月
八
日
初
演
初
日
か
ら
十
二
年
一
月
ま
で
､
九
箇
月
間
の
記
録
的
大
入
-
と
な
っ
た
､
豊
竹
上
野
少
操
　
(
初
代
若
太
夫
､
後
に
越
前
少
按
)
一
代
の
当
-
浄
瑠
璃
で
あ
り
､
豊
竹
座
の
金
字
塔
で
あ
る
｡
特
に
五
段
冒
｢
女
鉢
の
木
雪
の
段
｣
　
の
　
｢
文
弥
｣
　
の
曲
節
を
多
用
し
た
優
美
な
節
付
け
は
愛
唱
さ
れ
'
近
世
を
通
じ
て
度
々
上
演
さ
れ
て
き
た
が
'
明
治
十
年
を
最
後
に
文
楽
で
は
上
演
記
録
が
絶
え
る
｡
素
浄
瑠
璃
と
し
て
は
､
近
代
に
も
か
な
り
行
な
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
､
朱
入
り
本
も
多
-
伝
存
L
へ
　
三
味
線
の
二
世
鶴
揮
清
人
'
四
世
鶴
揮
重
造
､
及
び
豊
揮
和
孝
(
東
京
)
　
の
弾
語
-
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
が
'
文
楽
の
太
夫
二
二
味
線
に
よ
る
正
式
な
奏
演
は
､
呂
大
夫
･
清
治
に
よ
る
東
洋
音
楽
学
会
昭
和
五
十
九
　
二
九
八
四
)
年
十
月
二
十
七
日
の
復
曲
奏
演
が
最
初
で
あ
っ
た
｡
こ
の
時
は
｢
北
条
時
頼
記
｣
を
め
ぐ
っ
て
井
野
辺
潔
氏
や
横
道
寓
里
雄
氏
の
講
演
､
報
告
等
が
あ
-
､
有
意
義
な
企
画
で
あ
っ
た
｡
こ
の
一
九
八
四
年
十
月
二
十
七
日
の
五
日
前
､
十
月
二
十
二
日
に
､
呂
大
夫
師
は
早
稲
田
の
　
(
2
0
世
紀
)
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
で
､
錦
弥
師
と
｢
丹
州
爺
打
栗
　
公
時
隠
れ
家
の
段
｣
を
復
曲
奏
潰
さ
れ
た
｡
い
わ
ば
故
呂
大
夫
師
を
中
に
'
右
に
同
師
の
盟
友
清
治
師
､
左
に
新
鋭
の
錦
弥
師
で
､
豊
竹
上
野
少
操
と
竹
本
播
磨
少
操
の
名
曲
が
息
を
吹
き
返
し
て
い
っ
た
二
十
余
年
前
の
光
景
が
目
に
浮
ぶ
｡
｢
女
鉢
の
木
雪
の
段
｣
を
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
公
演
で
上
演
し
て
ほ
し
い
､
と
筆
者
は
幾
度
か
提
言
し
て
き
た
｡
｢
女
鉢
の
木
｣
は
｢
教
興
寺
村
｣
と
は
違
い
'
先
人
の
録
音
テ
ー
プ
も
あ
り
'
後
述
の
通
り
呂
大
夫
師
も
'
大
阪
､
テ
レ
ビ
､
東
京
と
､
三
回
語
っ
て
い
る
｡
≡
回
目
は
東
京
国
立
劇
場
文
楽
素
浄
瑠
璃
の
会
で
の
奏
演
で
あ
り
'
そ
の
録
音
は
国
立
劇
場
へ
行
け
ば
聴
-
こ
と
が
で
き
る
｡
が
'
そ
れ
で
よ
い
t
と
い
う
レ
ベ
ル
の
｢
珍
し
い
曲
｣
で
は
､
｢
女
鉢
の
木
｣
は
な
い
｡
誰
に
で
も
聴
き
覚
え
て
も
ら
い
た
い
名
曲
で
あ
-
､
文
楽
の
太
夫
二
二
味
線
な
ら
ば
､
役
と
し
て
勤
め
る
か
否
か
は
別
と
し
て
'
必
ず
知
っ
て
い
る
曲
の
1
つ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
｡
故
呂
大
夫
が
別
の
三
味
線
で
､
そ
れ
ぞ
れ
違
う
工
夫
を
し
て
語
-
､
大
い
に
意
欲
を
燃
や
し
た
が
､
呂
大
夫
が
死
ぬ
と
再
び
'
浄
瑠
璃
史
上
の
著
名
曲
で
非
現
行
曲
と
な
っ
た
､
と
い
う
過
去
形
の
説
明
に
納
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
｡
｢
女
鉢
の
木
｣
を
現
行
曲
に
引
き
戻
す
､
そ
れ
に
は
ま
ず
声
の
ふ
さ
わ
し
い
人
に
よ
る
復
曲
再
演
が
必
要
で
あ
る
｡
と
い
う
こ
と
で
､
今
回
も
豊
竹
英
大
夫
師
に
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
｡
今
回
も
t
と
い
う
前
回
は
､
勿
論
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
　
鬼
が
城
対
面
の
段
｣
で
あ
る
｡
三
味
線
も
再
び
鶴
樺
清
友
師
に
'
多
大
な
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
五
月
二
十
三
日
､
六
月
二
十
七
日
､
七
月
二
十
五
日
各
研
究
会
で
｢
教
興
寺
村
｣
と
併
せ
て
｢
女
鉢
の
木
｣
が
取
-
上
げ
ら
れ
､
桜
井
弘
氏
が
｢
北
条
時
頼
記
　
女
鉢
の
木
雪
の
段
｣
　
の
演
出
書
込
み
用
翻
刻
コ
ピ
ー
と
｢
女
鉢
の
木
｣
を
め
ぐ
る
二
つ
の
豊
竹
呂
大
夫
芸
談
に
注
記
を
書
き
込
ん
だ
も
の
を
配
布
し
て
'
詳
し
-
解
説
し
た
｡
二
つ
の
芸
談
と
は
､
東
洋
音
楽
学
会
に
お
け
る
復
曲
の
芸
談
(
『
文
楽
』
　
三
､
1
九
八
五
年
三
月
)
　
と
､
l
九
九
1
年
二
月
二
十
五
日
文
楽
素
浄
瑠
璃
の
会
直
後
に
呂
大
夫
師
自
身
が
､
一
九
八
四
年
十
月
二
十
七
日
､
一
九
八
八
年
二
月
二
十
六
日
　
(
テ
レ
ビ
)
　
と
合
わ
せ
､
三
つ
の
｢
女
鉢
の
木
｣
を
ふ
り
返
り
つ
つ
述
べ
た
も
の
　
(
｢
『
北
条
時
頼
記
』
を
語
っ
て
｣
　
構
成
　
近
藤
瑞
男
､
叢
書
江
戸
文
庫
⑲
､
月
報
2
1
'
1
九
九
l
年
八
月
)
　
で
あ
る
.
｢
鉢
の
木
｣
は
能
の
現
在
物
の
代
表
曲
で
あ
る
｡
こ
れ
が
佐
野
源
左
衛
門
常
世
を
主
人
公
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
､
田
沼
騒
動
物
へ
と
転
じ
て
い
-
講
談
の
天
明
政
談
の
話
を
､
飯
島
滴
氏
が
紹
介
し
た
｡
｢
北
条
時
頼
記
｣
　
の
世
界
を
受
け
継
い
だ
浄
瑠
璃
の
田
沼
騒
動
物
｢
有
職
鎌
倉
山
｣
は
'
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
初
演
の
五
箇
月
後
､
寛
政
元
年
六
月
豊
竹
此
吉
座
の
初
演
'
時
局
物
で
､
初
演
時
に
は
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
以
上
に
大
当
-
を
と
-
､
十
九
世
紀
ま
で
度
々
上
演
さ
れ
､
未
が
伝
わ
っ
た
段
も
あ
る
が
､
浄
瑠
璃
と
し
て
は
残
ら
ず
'
歌
舞
伎
で
は
辛
う
じ
て
現
行
演
目
の
範
囲
内
に
あ
る
｡
こ
の
浄
瑠
璃
と
歌
舞
伎
の
分
か
れ
目
は
､
復
曲
と
い
う
課
題
に
も
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡
歌
舞
165
伎
や
講
談
は
一
ま
ず
措
き
'
浄
瑠
璃
の
　
｢
北
条
時
頼
記
　
女
鉢
の
木
｣
　
に
と
っ
て
､
能
の
　
｢
鉢
の
木
｣
と
の
関
係
は
や
は
り
重
要
で
あ
る
｡
浄
瑠
璃
と
謡
曲
の
曲
節
研
究
を
､
ほ
ぼ
同
時
進
行
さ
せ
つ
つ
あ
る
C
O
E
特
別
研
究
生
の
田
芋
川
み
ず
き
氏
が
､
十
月
十
日
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
復
曲
奏
演
｢
北
条
時
頼
記
　
女
鉢
の
木
雪
の
段
｣
　
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
掲
載
の
床
本
に
､
そ
の
点
も
含
め
て
鑑
賞
で
き
る
よ
う
､
注
釈
を
つ
け
'
解
説
も
執
筆
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
九
月
十
二
日
｢
｢
北
条
時
頼
記
｣
女
鉢
の
木
雪
の
段
を
考
え
る
｣
研
究
会
で
は
､
豊
竹
英
大
夫
師
を
ゲ
ス
ー
に
お
招
き
し
て
､
具
体
的
な
お
話
を
う
か
が
っ
た
｡
本
稿
は
復
曲
奏
演
開
催
以
前
の
作
成
で
あ
る
の
で
'
詳
し
い
こ
と
は
省
-
が
､
英
大
夫
師
は
､
人
形
浄
瑠
璃
｢
女
鉢
の
木
｣
　
の
上
演
を
実
現
さ
せ
た
い
､
と
述
べ
ら
れ
た
｡
｢
女
鉢
の
木
｣
は
享
保
十
一
年
豊
竹
座
初
演
の
｢
北
条
時
頼
記
｣
　
の
五
段
目
で
あ
る
が
､
周
知
の
如
く
こ
の
1
段
は
詞
章
の
上
で
'
近
松
門
左
衛
門
作
'
元
禄
十
二
　
(
一
六
九
九
)
　
年
三
月
頃
竹
本
座
初
演
の
　
｢
最
明
寺
殿
百
人
上
騰
｣
下
巻
｢
女
鉢
の
木
｣
か
ら
大
部
分
流
用
し
っ
つ
へ
　
補
綴
し
た
も
の
で
あ
る
｡
七
月
二
十
四
日
､
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
(
演
劇
)
　
コ
ー
ス
･
古
典
演
劇
研
究
　
(
浄
瑠
璃
)
　
コ
ー
ス
共
催
の
浄
瑠
璃
本
基
礎
知
識
講
座
　
(
≡
)
　
｢
義
太
夫
節
に
お
け
る
｢
稽
古
本
｣
と
は
何
か
｣
　
で
は
､
講
師
神
津
武
男
氏
が
｢
北
条
時
頼
記
｣
を
浄
瑠
璃
正
本
研
究
の
見
地
か
ら
検
討
し
'
｢
最
明
寺
殿
百
人
上
勝
｣
と
｢
北
条
時
頼
記
｣
を
繋
ぐ
地
点
の
興
味
深
い
資
料
を
紹
介
し
て
い
る
｡
論
文
等
で
の
詳
し
い
発
表
を
待
ち
た
い
｡
元
祖
竹
本
筑
後
捺
(
義
太
夫
)
　
上
演
曲
を
'
初
代
豊
竹
若
太
夫
(
上
野
少
操
･
越
前
少
按
)
　
が
引
き
継
い
だ
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
と
｢
女
鉢
の
木
｣
の
復
曲
奏
演
を
2
1
世
紀
c
o
E
古
典
演
劇
研
究
(
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
)
　
コ
ー
ス
の
活
動
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
は
､
ま
だ
先
の
こ
と
と
な
る
｡
が
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
の
十
八
世
紀
前
期
に
お
け
る
い
-
つ
か
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
常
に
注
目
す
る
こ
と
は
'
研
究
活
動
の
み
な
ら
ず
'
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
公
演
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
｡
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
　
鬼
が
城
対
面
の
段
｣
｢
北
条
時
頼
記
　
女
鉢
の
木
雪
の
段
｣
､
い
ず
れ
も
豊
竹
英
大
夫
･
鶴
揮
清
友
両
師
に
復
曲
奏
演
･
再
演
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
先
人
の
業
績
を
確
実
に
踏
ま
え
な
が
ら
､
二
〇
〇
六
年
度
秋
に
｢
女
鉢
の
木
｣
　
へ
の
新
た
な
発
見
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
強
-
期
待
し
て
い
る
｡
注
(
1
)
　
研
究
会
活
動
を
､
C
O
E
研
究
会
と
C
O
E
ゼ
ミ
に
分
け
て
､
前
者
で
作
品
別
研
究
を
､
後
者
で
　
『
浄
瑠
璃
素
人
講
釈
』
関
係
研
究
を
行
な
っ
た
年
度
(
二
〇
〇
四
年
度
)
も
あ
る
が
､
い
ず
れ
も
広
義
の
浄
瑠
璃
(
義
太
夫
節
)
曲
風
研
究
､
伝
承
研
究
､
文
楽
演
出
研
究
で
あ
る
の
で
'
本
稿
で
は
1
括
し
研
究
会
と
し
て
扱
う
｡
(
2
)
　
｢
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
　
竹
中
砦
の
段
｣
二
〇
〇
三
年
､
奏
演
と
研
究
｣
　
(
文
責
･
内
山
､
紀
要
Ⅴ
)
一
五
〇
頁
で
'
昭
和
三
十
三
年
道
頓
堀
文
楽
座
｢
石
川
五
右
衛
門
｣
　
の
外
題
の
演
目
で
若
大
夫
･
勝
太
郎
等
に
よ
る
｢
壬
生
村
｣
が
演
じ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
｢
三
十
三
年
に
｢
壬
生
村
｣
と
そ
の
前
後
､
が
上
演
さ
れ
た
｣
と
記
し
た
の
は
､
紀
要
Ⅶ
文
責
塙
注
(
3
)
　
に
も
記
す
通
り
､
誤
-
で
あ
る
｡
お
詫
び
し
訂
正
す
る
｡
本
号
の
｢
公
開
講
座
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
　
壬
生
村
の
段
｣
報
告
｣
(
文
責
･
桜
井
弘
)
参
照
｡
(
3
)
葛
西
聖
司
｢
花
舞
台
'
幕
の
う
ち
そ
と
(
六
十
二
)
｣
(
『
邦
楽
と
舞
踊
』
二
〇
〇
五
年
七
月
号
)
参
照
｡
(
4
)
但
し
､
宝
永
期
近
松
作
品
で
原
作
通
り
の
曲
が
伝
承
さ
れ
､
現
行
曲
と
し
て
定
着
し
て
い
る
｢
心
中
重
井
筒
｣
六
軒
町
の
段
が
あ
る
｡
(
5
)
　
神
津
武
男
｢
『
演
博
所
蔵
浄
瑠
璃
本
奥
書
年
表
』
　
に
つ
い
て
-
興
行
系
統
に
よ
る
奥
書
の
配
列
と
､
二
三
の
問
題
に
関
す
る
報
告
｣
　
(
『
演
劇
研
究
』
　
二
十
号
､
平
成
九
年
三
月
)
参
照
｡
な
お
｢
同
じ
本
文
で
奥
書
が
異
る
の
は
'
そ
の
奥
書
の
頃
に
再
演
等
が
あ
っ
て
､
正
本
の
増
刷
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
｣
に
つ
い
て
は
'
既
に
　
『
義
太
夫
年
表
　
近
世
篇
』
等
に
か
な
-
そ
の
認
識
が
あ
る
が
､
長
友
千
代
治
『
近
世
上
方
浄
瑠
璃
本
出
版
の
研
究
』
　
(
一
九
九
九
年
)
　
の
｢
西
沢
版
浄
瑠
璃
本
奥
書
集
成
｣
　
で
は
､
右
の
引
用
に
続
き
､
貸
本
屋
を
通
じ
て
の
浄
瑠
璃
本
享
受
に
も
言
及
L
t
　
明
快
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
｡
(
6
)
　
こ
の
稿
に
も
要
訂
正
箇
所
が
あ
る
｡
『
演
劇
映
像
』
　
四
四
号
(
二
〇
〇
三
年
三
月
)
を
御
覧
い
た
だ
き
-
;
>
い
｡
(
7
)
　
東
京
大
学
教
養
学
部
国
文
学
研
究
重
蔵
の
黒
木
文
庫
目
録
に
は
仁
兵
衛
版
の
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
は
見
え
な
い
｡
こ
の
本
に
つ
い
て
の
正
確
な
情
報
を
本
稿
締
切
ま
で
に
把
撞
す
る
の
は
難
し
い
と
思
I
B
(
8
)
宝
暦
期
竹
本
座
上
演
が
あ
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
'
松
屋
　
(
鶴
揮
)
　
清
七
が
竹
本
座
系
の
三
味
線
で
あ
る
こ
と
'
な
ど
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
｡
浄
瑠
璃
九
本
は
一
七
二
〇
年
代
以
後
は
､
基
本
的
に
'
七
行
本
'
十
行
本
各
一
種
ず
つ
と
な
-
､
七
行
正
本
刊
行
は
竹
本
座
作
品
は
山
本
､
豊
竹
座
作
品
は
西
沢
が
独
占
し
て
行
な
う
こ
と
に
な
る
が
'
十
八
世
紀
中
後
期
の
演
者
等
が
､
古
い
作
品
に
未
を
入
れ
る
場
合
'
本
は
た
ま
た
ま
入
手
し
た
古
本
を
使
用
し
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
も
あ
-
う
る
｡
そ
れ
ら
の
点
を
考
慮
し
っ
つ
､
節
付
け
書
入
れ
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
九
本
全
国
調
査
と
衆
人
-
本
全
国
調
査
が
行
な
わ
れ
た
上
で
'
辻
町
文
庫
の
主
千
葉
胤
男
氏
が
想
定
さ
れ
た
｢
越
前
(
若
太
夫
)
　
さ
ん
は
､
ほ
ん
と
う
は
自
分
こ
そ
筑
後
接
の
芸
を
伝
え
て
い
る
の
だ
t
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
｣
　
(
｢
竹
本
政
太
夫
･
豊
竹
若
太
夫
｣
)
　
と
い
う
点
に
何
ら
か
の
検
証
が
な
さ
れ
れ
ば
､
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
｡
(
9
)
　
な
お
文
化
財
保
護
委
員
会
が
二
世
鶴
滞
清
八
に
依
頼
し
作
成
し
た
､
義
太
夫
節
の
､
節
の
説
明
録
音
テ
ー
プ
に
'
｢
七
ツ
ユ
リ
｣
　
の
例
と
し
て
｢
敦
興
寺
｣
　
の
　
｢
ど
ち
ら
を
指
し
て
｣
か
ら
一
㌧
二
分
の
弾
語
-
が
収
録
さ
れ
て
い
る
｡
補
記二
〇
〇
六
年
十
二
月
九
日
､
豊
竹
英
大
夫
･
鶴
港
晴
友
｢
北
条
時
頼
記
　
女
鉢
の
木
雪
の
段
｣
　
N
H
K
ラ
ジ
オ
F
M
　
｢
邦
楽
百
番
｣
　
で
放
送
　
(
録
音
は
十
月
十
四
日
)
｡
放
送
時
間
の
関
係
で
一
部
カ
ッ
ト
あ
-
｡
(
文
責
･
内
山
美
樹
子
)
-166-
早
稲
田
大
学
2
 
1
世
紀
c
o
E
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
復
曲
奏
演
1
｢
八
重
霞
浪
花
浜
荻
｣
新
屋
敷
の
段
　
1
七
四
九
初
演
浄
瑠
璃
　
豊
竹
呂
勢
大
夫
三
味
線
　
鶴
洋
酒
介
二
〇
〇
三
年
五
月
二
十
六
日
　
二
時
2
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
竹
中
砦
の
段
一
七
八
九
年
初
演
浄
瑠
璃
　
竹
本
綱
大
夫
三
味
線
　
鶴
揮
清
二
郎
二
〇
〇
三
年
十
二
月
一
日
　
　
二
時
3
｢
酒
呑
童
子
枕
言
葉
｣
鬼
が
城
対
面
の
段
一
七
〇
九
年
初
演
浄
瑠
璃
　
豊
竹
英
大
夫
三
味
線
　
鶴
港
晴
友
二
〇
〇
五
年
三
月
十
日
　
　
　
二
時
4
｢
木
下
蔭
狭
間
合
戦
｣
壬
生
村
の
段
　
1
七
八
九
年
初
演
浄
瑠
璃
　
竹
本
綱
大
夫
三
味
線
　
鶴
洋
酒
二
郎
二
〇
〇
五
年
五
月
三
十
日
　
　
二
時
5
｢
往
古
曽
根
峰
村
噂
｣
敦
興
寺
村
の
段
　
1
七
七
八
年
初
演
浄
瑠
璃
　
竹
本
千
歳
大
夫
三
味
線
　
野
揮
錦
糸
二
〇
〇
六
年
九
月
二
十
五
日
　
二
時
6
｢
北
条
時
頼
記
｣
女
鉢
の
木
雪
の
段
一
七
二
六
年
初
演
浄
瑠
璃
　
豊
竹
英
大
夫
三
味
線
　
鶴
揮
清
友
二
〇
〇
六
年
十
月
十
日
　
　
　
二
時
小
野
記
念
講
堂
　
(
七
号
館
)
小
野
記
念
講
堂
　
(
七
号
館
)
小
野
記
念
講
堂
　
(
七
号
館
)
小
野
記
念
講
堂
　
(
小
野
梓
記
念
館
)
小
野
記
念
講
堂
　
(
小
野
梓
記
念
館
)
小
野
記
念
講
堂
(
小
野
梓
記
念
館
)
公
開
講
座
｢
浄
瑠
璃
｣
3
｢
絵
本
大
功
記
｣
二
条
城
の
段
　
1
七
九
九
年
初
演
浄
瑠
璃
　
竹
本
三
輪
大
夫
三
味
線
　
鶴
津
浅
造
千
本
通
光
秀
館
の
段
､
妙
心
寺
の
段
浄
瑠
璃
　
豊
竹
呂
大
夫
三
味
線
　
鶴
津
清
治
一
九
八
二
年
九
月
二
十
二
日
4
｢
摂
州
渡
辺
橋
供
養
｣
衣
川
庵
室
の
段
一
七
四
八
年
初
演
浄
瑠
璃
　
豊
竹
咲
大
夫
三
味
線
　
竹
揮
団
六
･
琴
　
竹
揮
団
治
1
九
八
三
年
九
月
二
十
日
5
｢
丹
州
爺
打
栗
｣
公
時
隠
れ
家
の
段
一
七
四
三
年
初
演
浄
瑠
璃
　
豊
竹
呂
大
夫
三
味
線
　
野
揮
錦
弥
1
九
八
四
年
十
月
二
十
二
日
6
　
(
｢
桜
鍔
恨
鮫
鞘
｣
鰻
谷
の
段
)
　
1
七
六
九
年
初
演
浄
瑠
璃
　
豊
竹
咲
大
夫
三
味
線
　
竹
揮
団
六
一
九
八
六
年
十
月
二
十
日
7
　
｢
軍
法
富
士
見
西
行
｣
江
口
の
里
の
段
一
七
四
五
年
初
演
浄
瑠
璃
　
豊
竹
呂
大
夫
三
味
線
　
野
津
錦
弥
一
九
八
七
年
十
月
一
日
8
｢
奥
州
秀
衡
有
等
婿
｣
秀
衡
館
の
段
一
七
三
九
年
初
演
浄
瑠
璃
　
豊
竹
呂
大
夫
三
味
線
　
野
津
錦
弥
一
九
九
二
年
十
月
六
日
小
野
記
念
講
堂
(
七
号
館
)
小
野
記
念
講
堂
　
(
七
号
館
)
小
野
記
念
講
堂
　
(
七
号
館
)
167 ---I
小
野
記
念
講
堂
　
(
七
号
館
)
小
野
記
念
講
堂
　
(
七
号
館
)
小
野
記
念
講
堂
　
(
七
号
館
)
